
敷
纏
公

『
儀
禮
集
説
』
に
お
け
る
鄭
玄
注
の
引
用
と
解
鐸

膠
　
明
飛

は

じ
め
に

　

『
儀
禮
』
の
注
稗
書
に
つ
い
て
、
我
々
は
後
漢
の
鄭
玄
の
『
儀
禮
注
』
と
宋
末
元
初
の
敷
縫
公
の
『
儀
禮
集
説
』
と
を
最
も
重
要
な
も

の

と
し
て
畢
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
赦
纏
公
は
鄭
玄
注
を
「
疵
多
く
醇
少
し
」
二
疵
多
而
醇
少
」
－
）
と
批
判
し
、
『
儀
禮
集
説
』
を
著

し
て
鄭
玄
注
に
封
抗
し
た
。
こ
れ
ま
で
経
學
の
概
説
書
に
於
い
て
は
後
者
は
「
新
注
」
と
見
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
－
、
前
者
を
「
奮

注
」
と
す
れ
ば
、
後
者
を
「
新
注
」
と
位
置
づ
け
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
一
言
で
い
う
と
、
敷
纏
公
と
鄭
玄
と
の
雨
者
の
注
は
相
封
峙

す

る
存
在
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
『
儀
禮
集
説
』
は
「
集
説
」
、
つ
ま
り
先
行
諸
説
を
取
捨
選
樺
す
る
と
い
う
注
鐸
形
態
を
取
っ
た
の
だ
か
ら
、
當
然
な
が
ら

鄭
玄

の

『
儀
禮
注
』
を
も
引
用
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
は
軍
純
な
形
の
引
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、
引
用
し
た
鄭
玄
注
に
封
し
て
し
ば
し
ば

按
語
の

形
で

自
ら
の
解
繹
を
加
え
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
『
儀
禮
集
説
』
に
於
け
る
鄭
玄
注
の
引
用
と
そ
れ
に
封
す
る
敷
縫
公
の
解
鐸
を

中
心
に
考
察
す
る
。

　

ま
ず
、
第
一
章
で
は
、
鄭
玄
注
の
引
用
の
形
式
か
ら
、
敷
継
公
が
ど
の
よ
う
に
鄭
玄
注
を
扱
っ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
。

　
敷
縫
公
は

鄭

玄
注
を
批
判
し
、
『
儀
禮
集
説
』
に
於
け
る
鄭
玄
注
の
引
用
も
、
「
其
の
経
に
合
は
ざ
る
者
を
酬
り
て
、
其
の
謬
ら
ざ
る
者
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を
存
」
（
「
冊
其
不
合
於
経
者
、
而
存
其
不
謬
者
」
ぽ
）
し
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
引
用
さ
れ
て
い
る
鄭
玄
注
は
、
す
べ
て
敷
縫
公
が
経

へ
の
解
繹

と
し
て
相
臆
し
い
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
敷
縫
公
が
鄭
玄
注
を
引
用
し
た
箇
所
に

お

い
て

も
、
實
際
に
は
鄭
玄
注
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
原
文
に
い
く
つ
か
修
正
を
施
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

　
例

え
ば
、
玩
元
『
儀
禮
註
疏
校
勘
記
』
「
引
握
各
本
目
録
」
は
、
『
儀
禮
集
説
』
所
引
の
鄭
玄
注
に
つ
い
て
、
「
載
す
る
所
の
鄭
注
、
多

く
移
易
黙
窟
し
、
蓋
く
は
葱
る
に
足
ら
ず
。
」
（
「
所
載
鄭
注
、
多
移
易
黙
窟
、
不
足
蓋
葱
。
」
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
鄭
玄
の
注
を
そ
の
ま

ま
引
用
せ
ず
、
多
少
文
字
・
内
容
の
修
正
・
改
訂
な
ど
を
行
っ
て
い
る
こ
と
（
「
黙
窟
」
）
は
そ
れ
ほ
ど
不
自
然
で
は
な
い
。
一
方
、
院
元

が

言

う
「
移
易
」
す
な
わ
ち
鄭
玄
注
の
場
所
の
移
動
と
は
具
髄
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
敷
縫
公
は
、
な
ぜ

そ
の
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
者
の
關
心
を
あ
ま
り
引
い
て
こ
な
か
っ
た

が
、
こ
の
こ
と
は
敷
纏
公
の
『
儀
禮
』
理
解
と
密
接
な
關
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
第
一
章
で
は
こ
の
問
題
を

明
ら
か
に
し
た
い
。

　
次
に

第
二
章
で
は
、
敷
縫
公
の
按
語
を
手
が
か
り
と
し
て
、
敷
楢
公
が
ど
の
よ
う
に
鄭
玄
注
を
解
繹
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
『
儀

禮
集
説
』
の
鄭
玄
注
解
澤
に
つ
い
て
、
清
朝
乾
隆
中
後
期
の
四
庫
館
臣
は
「
経
文
・
注
義
、
以
て
引
伸
す
る
を
得
」
（
「
経
文
注
義
、
得
以

引
伸
国
」
）
、
「
鄭
注
を
疏
通
し
て
其
の
失
を
糾
正
す
」
（
「
疏
通
鄭
注
而
糾
正
其
失
」
ぽ
）
と
し
、
鄭
玄
注
の
難
澁
な
箇
所
を
正
確
に
理
解
し

て

い

る
と
高
く
評
債
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
と
同
じ
く
乾
隆
中
後
期
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
清
朝
考
讃
學
」
が
興
ん
に
な
る
と
、
漢
學

墨

守
の
立
場
か
ら
、
敷
継
公
に
於
け
る
鄭
玄
注
批
判
の
側
面
ば
か
り
が
否
定
的
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
敷
縫
公
の
鄭
玄
注
に
封
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

る
深
い
理
解
に
つ
い
て
は
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
－
。

　
近
年
、
顧
遷
氏
「
敷
縫
公
『
儀
禮
集
説
』
與
清
代
禮
學
」
は
、
四
庫
館
臣
の
評
債
を
踏
ま
え
、
敷
纏
公
は
『
儀
禮
』
の
経
文
だ
け
で
な
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く
、
そ
の
鄭
玄
注
に
つ
い
て
も
よ
く
研
究
し
て
い
て
、
敷
縫
公
の
按
語
は
鄭
玄
注
の
多
く
の
箇
所
に
封
し
て
訂
正
・
補
正
を
し
て
お
り
、

ま
た
鄭
玄
注
の
根
接
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
－
。
だ
が
、
顧
遷
氏
の
論
文
は
こ
の
鮎
に
つ
い
て
未
だ
具
膿
的
な
論
謹
に

は
及
ん

で
い

な
い
。
そ
こ
で
、
第
二
章
で
は
敷
縫
公
の
鄭
玄
注
へ
の
理
解
の
姿
勢
を
確
認
し
、
敷
縫
公
の
鄭
玄
注
に
封
す
る
解
稗
と
、
買

公
彦
の
解
澤
と
の
差
異
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　
こ
れ
ら
二
章
に
亘
る
分
析
を
通
じ
、
赦
縫
公
の
鄭
玄
注
に
封
す
る
態
度
及
び
そ
の
鄭
玄
研
究
の
實
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の

主
た

る
目
的
で
あ
る
。

第
一
章
　
鄭
玄
注
の
引
用
と
敷
縫
公
の
「
横
讃
法
」

　

『
儀
禮
集
説
』
の
注
鐸
は
、
鵠
例
と
し
て
、
「
注
日
」
と
表
記
し
て
鄭
玄
注
を
引
用
す
る
。
た
だ
し
、
院
元
が
「
多
く
移
易
鮎
竃
す
」

と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
引
用
の
注
は
『
儀
禮
』
の
當
該
の
経
文
に
封
す
る
鄭
玄
注
で
は
な
く
、
別
條
や
別
篇
の
鄭
玄
注
か
ら
挿
入
さ

れ
た

も
の
も
多
く
含
ま
れ
る
。
ど
う
し
て
敷
纏
公
は
こ
の
よ
う
な
虞
理
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
引
用
さ
れ
た
鄭
玄
注
は
『
儀
禮
』
の
鄭
玄
注
だ
と
考
え
る
の
が
當
然
だ
が
、
實
際
に
は
『
周
禮
』
・
『
禮
記
』
の
鄭
玄
注
が
引
用

さ
れ
て
い
る
箇
所
が
少
な
く
な
い
。
赦
縫
公
が
『
周
禮
』
・
『
禮
記
』
の
鄭
玄
注
を
『
儀
禮
』
に
描
入
し
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
軍
純
に

同
じ
鄭
玄
に
よ
る
注
だ
か
ら
、
そ
れ
を
取
っ
て
挿
入
し
た
だ
け
だ
と
考
え
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
院
元
は
『
儀
禮
』
経
注
文
字
の
校
勘
の
立
場
か
ら
、
敷
糟
公
の
引
用
文
は
「
蓋
く
は
懸
る
に
足
ら
ず
。
」
と
評
し
て
い
る
。
校
勘
學
の
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立

場
に

立

て

ば

院
元
の
評
債
は
そ

の
通

り
な
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
超
え
て
敷
縫
公
が
い
か
に
考
え
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と

を
考
察
し
た
い
。
と
い
う
の
は
、
散
縫
公
に
於
け
る
鄭
玄
注
引
用
時
の
改
攣
は
一
定
の
原
理
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
一
節
　
所
謂
「
横
讃
法
」
に
つ
い
て

『
儀
禮
集
説
』
に
於
い
て
引
用
さ
れ
る
鄭
玄
注
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
ず
、
以
下
の
「
士
冠
禮
」
の
一
例
を
見
て
み
た
い
。

　

「
士
冠
禮
」
「
若
殺
、
則
特
豚
、
載
合
升
、
離
肺
實
干
鼎
、
設
肩
鼎
。
」

　
鄭

玄
注
「
特
豚
、
一
豚
也
。
凡
牲
皆
用
左
絆
。
奏
於
鐘
日
亨
。
在
鼎
日
升
。
在
祖
日
載
。
載
合
升
者
、
明
亨
與
載
皆
合
左
右
絆
。

②
離
、
割
也
。
割
肺
者
、
使
可
祭
也
、
可
晒
也
。
今
文
扁
爲
絃
、
古
文
鼎
爲
密
。
」

敷
遣
公
所

引
鄭
注
「
①
特
、
↓
也
。
合
升
、
合
左
右
絆
升
於
鼎
也
。
②
離
、
割
也
。
③
離
肺
、
小
而
長
、
午
割
之
、
不
提
心
。
④

　
肩
、
鼎
打
、
所
以
畢
之
者
也
。
⑤
鼎
、
覆
之
。
」

散
縫
公
の

自
注
「
載
、
術
文
。
…
…
鼎
設
扁
、
是
亦
畢
之
也
。
孤
子
則
畢
鼎
陳
干
門
外
。
…
…
」
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こ
の
『
儀
禮
集
説
』
に
於
い
て
引
用
さ
れ
て
い
る
注
と
、
鄭
玄
注
の
原
文
と
を
比
べ
る
と
、
②
「
離
、
割
也
」
の
三
文
字
だ
け
は
鄭
玄

注
の

原
文

の

ま
ま
で
あ
る
が
、
ほ
か
の
注
は
鄭
玄
注
の
こ
の
箇
所
に
は
み
え
な
い
。
①
③
④
⑤
の
注
は
本
來
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。

　
①
は
「
士
昏
禮
」
の
鄭
注
、
③
は
「
特
牲
韻
食
記
」
の
鄭
注
、
④
は
「
公
食
大
夫
禮
」
の
鄭
注
、
⑤
は
「
士
昏
禮
」
の
鄭
注
で
あ
る
。



特

に
、
④
⑤
は
経
文
の
「
后
・
鼎
を
設
く
」
（
「
設
肩
鼎
」
）
の
「
肩
」
「
鼎
」
に
封
す
る
注
鐸
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
篇
か
ら
挿
入
し
て

い

る
の
は
、
や
や
不
自
然
に
感
じ
ら
れ
る
。
何
故
①
③
④
⑤
の
注
が
こ
こ
に
挿
入
さ
れ
た
の
か
。
以
下
、
逐
一
検
討
す
る
。

　
①

「
特
、
一
也
。
合
升
、
合
左
右
絆
升
於
鼎
也
。
」

　

「
士
昏
禮
」
の
「
其
實
特
豚
、
合
升
、
去
蹄
、
畢
肺
脊
二
、
祭
肺
二
。
」
の
鄭
注
に
「
特
猶
一
也
。
合
升
、
合
左
右
絆
升
於
鼎
也
。
」
と

あ
る
。

　
お
そ

ら
く
敷
縫
公
は
「
士
昏
禮
」
の
「
其
實
特
豚
、
合
升
」
と
「
士
冠
禮
」
の
「
若
殺
、
則
特
豚
、
載
合
升
」
と
を
類
似
の
儀
節
だ
と

考
え
、
そ
れ
を
参
照
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
士
昏
禮
」
は
「
合
升
」
と
し
て
い
る
が
、
「
士
冠
禮
」
は
「
合
升
」
で
は
な
く
、
そ
の

前
に

「
載
」
の
一
文
字
が
あ
り
、
同
じ
で
は
な
い
。
だ
が
、
敷
縫
公
は
「
載
は
街
文
」
（
「
載
、
術
文
」
）
と
見
な
し
、
結
局
雨
者
を
同
じ

も
の
だ
と
見
な
し
て
い
る
。

　
一
方
、
鄭
玄
は
「
在
祖
日
載
」
と
解
鐸
し
、
「
載
合
升
者
、
明
亨
與
載
皆
合
左
右
絆
。
」
と
し
、
「
士
昏
禮
」
の
注
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
①
は
鄭
玄
の
注
で
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
「
士
昏
禮
」
の
注
で
あ
り
、
こ
の
「
士
冠
禮
」
の
経
文
に
封
し
て
は
、
鄭

玄
は
、
敷
継
公
と
同
じ
解
繹
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
赦
縫
公
は
自
分
の
解
稗
に
從
っ
て
、
鄭
玄
の
意
圖
と
は
違
う
形
で
、
「
士
昏
禮
」

の
鄭
注
を
取
っ
て
こ
こ
に
挿
入
し
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
鄭
玄
注
は
「
特
豚
、
　
一
豚
也
。
」
と
し
、
敷
縫
公
は
「
特
、
　
一
也
。
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
士
昏
禮
」
の
鄭
注
の
「
特
猶

一
也
」
の
「
猶
」
字
を
省
い
た
の
で
あ
る
。
「
士
昏
禮
」
の
鄭
注
の
「
合
升
、
合
左
右
絆
升
於
鼎
也
。
」
を
引
用
し
た
の
で
、
そ
の
直
前
の
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「
特
猶
一
也
」
を
も
引
用
し
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が
、
よ
り
深
い
意
味
が
あ
っ
た
と
も
推
測
で
き
る
。

　
例

え
ば
、
「
士
冠
禮
」
の
「
束
吊
麗
皮
」
の
鄭
注
は
、
「
優
皮
、
雨
鹿
皮
」
と
あ
る
が
、
敷
纏
公
は
そ
の
注
の
代
わ
り
に
「
士
昏
禮
」
の

「
納

徴
、
玄
縛
束
吊
麗
皮
」
の
鄭
注
「
麗
、
雨
也
。
皮
、
鹿
皮
」
を
引
用
し
て
い
る
。
雨
者
の
意
味
は
あ
ま
り
愛
わ
ら
な
い
が
、
後
者
の

方

が
、
注
繹
さ
れ
る
封
象
（
「
麗
」
「
皮
」
）
が
よ
り
明
確
に
な
る
。
こ
こ
で
も
、
解
繹
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
「
豚
」
で
な
く
「
特
」
の

み

な
の
で
、
よ
り
簡
潔
で
適
切
な
注
を
引
く
た
め
に
、
「
士
昏
禮
」
の
鄭
注
の
「
特
猶
一
也
」
を
採
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
③

「
離
肺
、
小
而
長
、
午
割
之
、
不
提
心
。
」

　

「
特
牲
蹟
食
記
」
の
「
膚
三
、
離
肺
＝
の
鄭
注
は
「
離
猶
控
也
。
小
而
長
、
午
割
之
、
亦
不
提
心
、
謂
之
畢
肺
。
」
と
あ
る
。

　

「
士

冠
禮
」
の
鄭
玄
注
は
「
離
、
割
也
。
割
肺
者
、
使
可
祭
也
、
可
噴
也
。
」
で
あ
る
。
敷
纏
公
は
「
離
、
割
也
。
」
の
三
文
字
だ
け
を

引
用
し
て
い
る
。
鄭
玄
は
「
肺
を
離
く
」
（
「
離
肺
」
）
方
法
に
つ
い
て
は
、
「
士
冠
禮
」
の
こ
の
部
分
で
は
言
及
し
て
お
ら
ず
、
敷
縫
公
は

「
特
牲
韻
食
記
」
の
「
離
肺
」
に
封
す
る
鄭
玄
の
注
の
「
小
而
長
、
午
割
之
、
不
提
心
」
を
取
っ
て
挿
入
し
て
い
る
。
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④

「
肩
、
鼎
紅
、
所
以
畢
之
者
也
。
」
⑤
「
鼎
、
覆
之
。
」

　
④
・
⑤
は
経
文
の
「
設
肩
鼎
」
に
封
す
る
注
で
あ
る
。
『
儀
禮
』

大
夫
禮
」
「
士
喪
禮
」
の
四
篇
に
出
て
い
る
。

　
　

「
士

冠
禮
」
鄭
注
「
今
文
肩
爲
鉱
、
古
文
鼎
爲
密
。
」

の

中
に
、
「
設
后
鼎
」
と
い
う
経
文
は
「
士
冠
禮
」
「
士
昏
禮
」
「
公
食



「
士
昏
禮
」
鄭
注
「
后
、

「
公
食
大
夫
禮
」
鄭
注

「
士
喪
禮
」
鄭
注

所
以
柾
鼎
。
⑤
鼎
、

　
　
「
④
肩
、
鼎
打
、

「
古
文
鼎
爲
密
。
」

　
　
覆
之
。
　
－
今
文
扁
作
鉱
、
（
古
文
）
鼎
皆
作
密
。
」

所
以
畢
之
者
也
。
…
…
今
文
肩
作
鉱
、
古
文
鼎
皆
作
密
。
」

　
こ
の
よ
う
に
同
じ
「
設
肩
踊
」
の
経
文
に
封
し
て
、
各
篇
の
鄭
注
は
同
じ
で
は
な
い
こ
と
が
看
取
さ
れ
得
る
。
「
士
喪
禮
」
の
鄭
注
は

「
古
文
鼎
爲
密
。
」
だ
け
で
あ
る
が
、
ほ
か
の
篇
の
よ
う
に
「
今
文
肩
作
（
爲
）
鉱
。
」
と
い
う
語
が
本
來
は
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
鄭
玄
が
「
肩
」
と
「
鼎
」
と
の
雨
者
を
同
時
に
解
繹
し
た
の
は
「
士
昏
禮
」
に
於
い
て
の
み
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
に
は
、
「
士
昏
禮
」

の

鄭
注

を
そ
の
ま
ま
引
用
す
れ
ば
充
分
で
あ
る
か
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
敷
縫
公
は
そ
う
せ
ず
、
「
鼎
」
の
解
鐸
は
「
士
昏
禮
」
の

鄭
注

を
引
用
し
、
「
扁
」
に
封
す
る
解
繹
は
「
公
食
大
夫
禮
」
の
鄭
注
を
取
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
「
公
食
大
夫
禮
」
の
鄭
注
は
「
所
以
畢

之
者
也
」
と
あ
り
、
よ
り
詳
し
い
か
ら
で
あ
る
…
。

　
④
．
⑤
は
「
公
食
大
夫
禮
」
と
「
士
昏
禮
」
の
鄭
注
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
敷
縫
公
は
「
士
喪
禮
」
の
鄭
注
も
當
然
調
べ
た
は
ず
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
『
儀
禮
』
の
経
文
の
「
設
肩
鼎
」
に
封
す
る
鄭
玄
の
注
を
全
て
参
照
し
、
そ
の
中
で
よ
り
明
確
な
も
の
を
取
っ
て
引
用

し
た
と
い
う
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

　
以
上

の
分
析
に

よ
る
と
、
一
條
の
鄭
注
の
引
用
に
過
ぎ
な
い
が
、
敷
纏
公
は
各
篇
の
経
文
・
儀
節
に
關
す
る
鄭
玄
の
注
を
参
照
し
、
さ

ま
ざ
ま
に
考
え
て
工
夫
を
凝
ら
し
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
に
は
敷
縫
公
の
鄭
玄
注
に
封
す
る
愼
重
な
態
度
が
窺
え
る
。

こ
の
よ
う
な
引
用
方
法
は
、
お
そ
ら
く
敷
縫
公
の
『
儀
禮
』
に
封
す
る
理
解
と
關
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
清
朝
乾
嘉
時
期
の
學
者
の
彰
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元
瑞
は

以
下

の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
　

『
集
説
』
横
讃
法
を
用
ひ
、
多
く
此
篇
を
以
て
彼
篇
の
儀
節
の
文
字
を
校
讃
す
る
も
、

　
　
横
讃
法
、
多
以
此
篇
校
讃
彼
篇
儀
節
文
字
、
未
可
蓋
從
、
。
）

未
だ
蓋
く
は
從
ふ
べ
か
ら
ず
。
（
『
集
説
』
用

　
彰
元

瑞

は
、
敷
縫
公
が
あ
る
篇
の
経
文
に
つ
い
て
、
常
に
他
篇
の
儀
節
と
比
較
し
て
文
字
を
校
正
す
る
こ
と
を
、
「
横
讃
法
」
と
名
付

け
て
い
る
。
確
か
に
、
『
儀
禮
集
説
』
の
経
文
の
校
勘
（
ま
た
は
儀
節
の
解
繹
）
は
「
横
讃
法
」
に
よ
っ
た
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
こ

れ
は

『
儀
禮
集

説
』
の
も
っ
と
も
重
要
な
特
質
の
一
つ
だ
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
。
敷
縫
公
が
、
上
述
の
「
士
昏
禮
」
の
「
其
實
特

豚
、
合
升
」
に
よ
り
、
「
士
冠
禮
」
の
「
載
合
升
」
の
「
載
」
を
街
字
と
見
な
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
實
際
に
適
用
さ
れ
た
例
で
あ
る
。

上

で
見
た

よ
う
に
、
他
篇
か
ら
挿
入
さ
れ
た
鄭
玄
注
が
、
「
士
冠
禮
」
に
於
い
て
こ
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
は
、
各
篇
の
経
文
．

儀
節
を
総
合
的
に
理
解
し
た
上
で
の
こ
と
で
あ
る
。
彰
元
瑞
の
い
う
「
横
讃
法
」
は
彼
の
指
摘
す
る
校
勘
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
の
み
な

ら
ず
、
鄭
玄
注
の
引
用
の
方
法
に
も
適
用
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
敷
縫
公
の
鄭
玄
注
を
引
用
す
る
こ
の
方
法
は
、
彼
の
『
儀
禮
』
に
於

け
る
讃
解
方
法
で
あ
る
「
横
讃
法
」
に
由
來
す
る
と
言
え
よ
う
。

第
二
節
　
　
『
儀
禮
』
鄭
玄
注
の
引
用
に
於
け
る
三
つ
の
パ
タ
ー
ン

そ

も
そ
も
、
『
儀
禮
』
の
経
文
・
儀
節
は
、
篇
内
の
前
後
、
或
い
は
各
篇
に
繰
り
返
し
出
て
く
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
鄭
玄
は
必
ず
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し
も
経
文
に
そ
の
語
句
が
初
め
て
出
て
く
る
と
こ
ろ
に
注
に
施
す
わ
け
で
は
な
く
、
二
度
目
に
出
て
く
る
と
こ
ろ
、
も
し
く
は
三
度
目
に

出
て
く
る
と
こ
ろ
に
注
を
施
す
こ
と
も
多
い
。
だ
が
、
敷
纏
公
は
「
横
讃
法
」
に
よ
り
、
篇
内
の
前
後
・
各
篇
の
経
文
及
び
そ
の
鄭
注
を

精
査

し
、
必
ず
経
文
に
そ
の
字
句
が
初
め
て
出
て
く
る
と
こ
ろ
に
鄭
玄
注
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
『
儀
禮
注
疏
詳
校
』
の

著
者
で
あ
る
盧
文
招
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
注
の
先
後
に

於
て

頗

る
移
易
す
る
こ
と
有
り
、
経
文
の
初
見
庭
、
鄭
或
い
は
訓
稗
を
加
へ
ず
、
而
し
て
再
見
、
三
見
に
於
て
始
め
て

　
　
之

を
出
だ
す
に
因
り
、
校
者
因
り
て
之
を
後
に
移
し
以
て
前
に
置
く
と
爲
す
。
（
於
注
之
先
後
頗
有
移
易
、
因
経
文
初
見
庭
、
鄭
或

　
　
不
加
訓
稗
、
而
於
再
見
・
三
見
始
出
之
、
校
者
因
爲
之
移
後
以
置
前
。
。
）

　
　
敷
氏
往
往
に

し
て
後
篇
の
注
を
前
に
引
き
、
又
た
多
く
意
を
以
て
其
の
文
を
増
成
す
。
（
敷
氏
往
往
引
後
篇
之
注
於
前
、
又
多
以
意

　
　
増
成
其
文
u
。
）

つ
ま
り
、
経
文
に
そ
の
語
句
が
出
て
く
る
順
序
に
よ
り
、
鄭
注
を
移
動
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

（
1
）
篇
内
の
後
文
の
注
を
取
っ
て
前
文
の
下
に
挿
入
す
る
こ
と
。

（
2
）
後
篇
の
注
を
取
っ
て
前
篇
の
経
文
の
下
に
挿
入
す
る
こ
と
。

こ

れ
に

は

二

つ
の
パ

タ
ー
ン
が
存
在
す
る
。
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「
士

冠
禮
」
は
十
七
篇
の
一
番
目
に
あ
り
、
こ
の
特
徴
が
も
っ
と
も
顯
著
に
見
て
取
れ
る
。
「
士
冠
禮
」
に
は
全
部
で
九
十
一
條
の
鄭

玄

注
が

引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
（
1
）
に
當
て
は
ま
る
も
の
が
三
條
あ
り
、
（
2
）
に
當
て
は
ま
る
も
の
が
十
三
條
あ
る
。
例



え
ば
、
「
宿
賓
」
章
の
「
乃
宿
賓
。
賓
如
主
人
服
、
出
門
左
、
西
面
再
拝
。
主
人
東
面
苔
拝
。
」
に
封
し
て
「
左
、
東
也
。
出
以
東
爲
左
、

入
以
東

爲
右
。
」
と
い
う
鄭
玄
注
を
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
當
該
の
経
文
の
鄭
玄
注
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
「
迎
賓
」
章
の
「
主
人

迎
、
出
門
左
、
西
面
再
拝
。
賓
苔
拝
。
」
の
「
出
門
左
」
に
封
す
る
鄭
玄
注
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
儀
節
は
同
様
の
拝
迎
（
「
拝
辱
」
と
も

い

う
）
の
禮
で
あ
り
、
同
じ
「
出
門
左
」
と
の
経
文
が
あ
る
の
で
、
「
横
讃
法
」
が
適
用
さ
れ
得
る
。
そ
こ
で
敷
縫
公
は
後
の
注
を
取
っ

て

前
の
文
の
注

と
し
て
挿
入
し
た
わ
け
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
パ
タ
ー
ン
（
1
）
に
當
て
は
ま
る
。

　
ま
た
、
第
一
節
で
畢
げ
た
「
士
冠
禮
」
「
若
殺
、
則
特
豚
、
載
合
升
、
離
肺
實
干
鼎
、
設
肩
鼎
。
」
に
引
用
さ
れ
た
鄭
注
の
①
③
④
⑤
は

そ

れ
ぞ
れ

「
士
昏
禮
」
・
「
特
牲
記
」
・
「
公
食
大
夫
禮
」
・
「
士
昏
禮
」
か
ら
描
入
さ
れ
た
も
の
、
ま
さ
に
パ
タ
ー
ン
（
2
）
の
好
例
で
あ
る
。

こ

こ
で
は
、
も
う
一
つ
の
例
を
畢
げ
よ
う
。

　
　
　
「
郷
飲
酒
禮
」
「
司
正
退
立
干
序
端
、
東
面
。
」

　
　
鄭
玄
注
「
①
辟
受
酬
者
、
又
便
其
賛
上
賛
下
也
。
②
始
升
相
、
西
階
西
、
北
面
。
」

　
　
敷
縫
公
所

引
鄭
注
「
①
辟
受
酬
者
、
又
便
其
賛
上
賛
下
也
。
②
始
升
相
、
西
階
西
、
北
面
。
後
篇
注
又
云
、
③
ー
。
」

　
　
△

「
郷
射
禮
」
「
受
酬
者
降
席
、
司
正
退
立
干
西
序
端
、
東
面
。
」

　
　
鄭
玄

注

「
③
、
立
、
侯
後
酬
者
也
。
②
始
升
相
、
立
階
西
、
北
面
。
」
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敷
纏
公
は

「
郷
飲
酒

禮
」
に
引
用
し
た
鄭
玄
注
に
於
い
て
、
自
ら
「
後
篇
注
又
云
」
と
記
し
て
お
り
、
當
該
の
経
文
の
鄭
注
①
②
を
引

用
し
た
後
、
「
後
篇
」
（
1
1
「
郷
射
禮
」
）
の
鄭
注
③
を
も
附
録
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
「
郷
射
禮
」
と
「
郷
飲
酒
禮
」
の
中
に
は
同
様
或



い
は

類
似
す

る
経
文
・
儀
節
が
あ
り
、
鄭
玄
の
注
は
前
後
同
じ
で
は
な
い
の
で
、
敷
縫
公
は
「
横
讃
法
」
に
よ
り
後
篇
の
鄭
注
を
取
っ
て

描
入

し
た
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
引
用
方
法
の
パ
タ
ー
ン
（
2
）
で
あ
る
。
ま
た
、
些
か
注
意
に
値
す
る
こ
と
で
あ
る

が
、
『
儀
禮
集
説
』
全
書
に
於
い
て
「
後
篇
注
又
云
」
と
明
記
さ
れ
る
の
は
異
例
で
あ
る
。

　

『
儀
禮
』
の
中
の
同
じ
経
文
に
封
し
て
、
鄭
玄
は
必
ず
し
も
同
じ
注
を
施
さ
な
い
。
少
な
く
と
も
、
内
容
上
の
い
わ
ゆ
る
「
詳
略
の
別
」

が

激

し
い
。
こ
の
場
合
も
、
敷
縫
公
は
「
横
讃
法
」
に
よ
り
、
よ
り
詳
し
い
鄭
玄
注
を
取
っ
て
原
注
に
代
え
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
パ

タ
ー
ン
（
3
）
と
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

　
　
　
「
士
冠
禮
」
「
三
礁
有
乾
肉
折
祖
。
」

　
　

鄭
玄
注
「
乾
肉
、
牲
髄
之
捕
也
。
」

　
　

敷
縫
公
所
引
鄭
注
「
乾
肉
、
牲
禮
之
膳
也
、
如
今
涼
州
烏
翅
　
。
」

　
　

敷
織
公
の
自
注
「
乾
肉
折
姐
猶
言
乾
肉
祖
也
。
（
中
略
）
士
虞
禮
日
、
有
乾
肉
折
祖
、
ニ
サ
縮
、
祭
半
サ
。
」

　
　

△

「
士
虞
禮
記
」
「
有
乾
肉
折
祖
、
ニ
サ
縮
、
祭
半
サ
。
」

　
　

鄭
玄

注

「
乾
肉
、
牲
髄
之
哺
也
、
如
今
涼
州
烏
翅
　
。
」

一
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す

な
わ
ち
、
同
じ
経
文
の
「
乾
肉
」
に
つ
い
て
、
『
儀
禮
』
の
編
次
と
し
て
は
後
ろ
に
あ
る
「
士
虞
禮
記
」
の
鄭
玄
の
注
は
「
如
今
涼

州
烏
翅
　
」
と
あ
る
が
、
「
士
冠
禮
」
の
注
に
は
こ
の
字
句
が
な
い
。
敷
縫
公
は
「
士
虞
禮
記
」
の
鄭
注
を
参
照
し
、
「
如
今
涼
州
烏
翅
　
」

を
付
け
加
え
た
。
結
果
だ
け
を
み
れ
ば
、
「
士
冠
禮
」
の
鄭
注
の
代
わ
り
に
「
士
虞
禮
記
」
の
鄭
注
を
引
用
し
た
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。



　

な
ぜ
「
如
今
涼
州
烏
翅
　
」
を
付
け
加
え
て
引
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
「
横
讃
法
」
に
よ
る
と
、
「
乾
肉
」

に

封

し
て
、
鄭
玄
が
「
乾
肉
、
牲
艘
之
膳
也
。
」
と
だ
け
で
は
な
く
、
本
來
は
「
如
今
涼
州
烏
翅
　
」
と
も
言
お
う
と
し
て
い
た
は
ず
で

あ
る
か
ら
、
「
如
今
涼
州
烏
翅
　
」
を
引
用
し
な
け
れ
ば
、
鄭
玄
の
注
と
し
て
不
完
全
だ
と
敷
纏
公
が
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
盧
文
招
は
、
「
如
今
涼
州
烏
翅
　
」
の
一
句
は
、
敷
縫
公
が
『
周
禮
』
「
惜
人
」
の
鄭
玄
注
か
ら
描
入
し
た
も
の
で
あ
る
と
考

え
た
。
。
確
か
に
こ
の
箇
所
の
質
公
彦
疏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
『
周
禮
』
「
膿
人
」
の
「
掌
乾
肉
、
凡
田
獣
之
肺
謄
之
事
」
に
封
す

る
鄭
注
は
「
大
物
解
犀
乾
之
謂
之
乾
肉
。
若
今
涼
州
烏
翅
　
。
」
と
す
る
。
だ
が
、
敷
縫
公
は
自
ら
「
士
虞
禮
日
、
有
乾
肉
折
祖
、
ニ
テ

縮
、
祭
半
サ
。
」
と
注
繹
を
施
し
、
ま
た
「
脂
人
」
の
鄭
注
は
「
如
今
」
で
は
な
く
「
若
今
」
に
作
る
の
で
あ
る
か
ら
、
敷
織
公
が
「
士

虞
禮

記
」
の
「
乾
肉
」
の
鄭
注
か
ら
引
用
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
疑
問
の
鹸
地
は
な
い
。
こ
の
一
例
か
ら
も
、
當
時
、
赦
纏
公
の
鄭
玄
注

の

引
用
に
つ
い
て
未
だ
し
っ
か
り
と
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
虞
理
は
こ
こ
の
み
な
ら
ず
、
敷
縫
公
は
常
に
、
よ
り
詳
し
い
鄭
玄
の
注
を
提
示
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

　
　
　
「
既
夕
禮
記
」
「
設
襟
干
東
堂
下
。
」

　
　

鄭
玄
注
「
襟
、
今
之
豊
也
。
」

　
　

赦
縫
公
所
引
鄭
注
「
襟
之
制
、
如
今
之
大
木
墨
也
。
」

　
　

△

「
特
牲
饅
食
禮
」
「
襟
在
其
南
、
南
順
。
」

　
　

鄭
玄
注
「
襟
之
制
、
如
今
大
木
墨
　
。
」
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す
な
わ
ち
、
同
じ
経
文
「
襟
」
に
封
し
て
、
「
既
夕
禮
記
」
の
鄭
注
は
「
襟
、
今
之
塁
也
。
」
と
だ
け
あ
る
が
、
編
次
が
後
ろ
で
あ
る
「
特

牲
禮
」
の
鄭
注
は
よ
り
詳
し
く
「
襟
之
制
、
如
今
大
木
墨
　
。
」
と
し
て
い
る
。
よ
り
詳
し
い
と
は
い
え
、
上
述
の
鄭
玄
注
の
「
如
今
涼

州
烏
翅
　
。
」
の
有
無
と
は
違
い
、
こ
れ
は
た
だ
同
じ
内
容
を
表
現
上
よ
り
丁
寧
に
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
敷

纏
公
は

「
横
讃
法
」
に
よ
り
、
「
既
夕
禮
記
」
の
鄭
注
の
代
わ
り
に
「
特
牲
禮
」
の
鄭
注
を
引
用
し
て
い
る
。

　
な
お
、
彰
元
瑞
は
『
儀
禮
集
説
』
に
於
け
る
鄭
玄
注
の
引
用
に
封
し
て
、
「
復
た
鄭
注
を
移
置
し
、
且
つ
採
る
所
殊
に
少
な
し
。
」
（
「
復

移
置
鄭
注
、
且
所
採
殊
少
。
」
。
）
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
『
儀
禮
集
説
』
の
鄭
玄
注
の
引
用
が
少
な
く
見
え
る
と
い
う
状
況
は
、
敷
縫
公

の

引
用
方
法
（
「
移
置
」
）
と
無
關
係
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
上
述
の
三
つ
の
引
用
の
パ
タ
ー
ン
で
は
、
い
ず
れ
も
後
の
文
．
後
の
篇

で
は
本
來
そ
こ
に
あ
っ
た
鄭
玄
注
を
基
本
的
に
は
再
び
引
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
上
例
の
「
特

牲
禮
」
の
「
根
在
其
南
、
南
順
。
」
の
下
の
「
根
」
に
封
し
て
は
、
敷
縫
公
は
鄭
玄
注
を
引
用
し
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
注
は

す
で
に

そ

の
前

の

「
既

夕
禮
記
」
の
「
設
襟
干
東
堂
下
。
」
の
下
に
挿
入
し
て
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
實
際
に
は
そ
れ
と
断
ら

ず
と
も
、
鄭
玄
注
に
基
づ
い
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
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第
三
節
　
　
『
周
禮
』
、
『
禮
記
』
鄭
玄
注
の
引
用

　
敷
継
公
は

軍
に

『
儀
禮
』
の
各
篇
の
鄭
玄
注
を
参
照
し
た
の
み
な
ら
ず
、
『
儀
禮
』
の
経
文
と
關
連
す
る
『
周
禮
』
・
『
禮
記
』
の
経
文

に

封

し
て
も
、
鄭
玄
が
な
に
を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
留
意
し
、
積
極
的
に
そ
れ
ら
を
参
照
し
て
『
儀
禮
』
の
注



と
し
て
挿
入
し
て
い
る
。
ま
ず
『
禮
記
』
の
例
を
み
よ
う
。
例
え
ば
、

　
　
　
「
士
喪
禮
」
「
君
降
、
西
郷
、
命
主
人
漏
　
。
主
人
升
自
西
階
、
由
足
、

　
　

鄭
玄
注
「
君
必
降
者
、
欲
孝
子
蓋
其
情
。
」

　
　

敷
纏
公
所
引
鄭
注
「
君
必
降
者
、
欲
孝
子
蓋
其
情
。
不
當
君
所
、

　
　

△

『
禮
記
』
「
喪
大
記
」
「
漏
　
劃
君
所
。
」

　
　

鄭
玄
注
「
不
敢
ハ
　
者
所
鴻
同
虚
。
」

西
面
鴻

　
、
翼
所
。
」

不
敢

ハ尊
者
所
薦
同
庭
。
」

「
士

喪
禮
」
で
は
鄭
玄
は
た
だ
経
文
の
「
君
降
」
に
つ
い
て
の
み
解
繹
し
て
い
て
、
「
不
當
君
所
」
に
つ
い
て
解
繹
を
し
て
い
な
い
。
ま

た
、
買
公
彦
も
疏
を
施
し
て
い
な
い
。
敷
縫
公
は
「
士
喪
禮
」
の
「
不
當
君
所
」
に
關
連
す
る
『
禮
記
』
「
喪
大
記
」
の
「
鴻
　
不
當
君

所
。
」
の
鄭
玄
注
を
参
照
し
、
そ
れ
を
取
っ
て
『
儀
禮
』
の
注
と
し
て
挿
入
し
た
。
つ
ま
り
、
敷
縫
公
は
、
鄭
玄
が
「
士
喪
禮
」
経
文
の

「
不

當
君
所
」
に
つ
い
て
、
「
不
敢
與
尊
者
所
薦
同
庵
」
と
考
え
て
い
た
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
を
提
示
し
て
い
る
。
『
禮
記
』
の
鄭
玄
注
を

取
っ
て
『
儀
禮
』
の
中
に
挿
入
し
て
い
る
の
は
同
じ
「
不
営
君
所
」
と
い
う
経
文
が
出
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
「
横
讃

法
」
の
適
用
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
次
に

『
周
禮
』
の
例
に
つ
い
て
も
見
て
み
よ
う
。
例
え
ば
、

　
　
　
「
士
喪
禮
」
「
卜
人
坐
作
亀
、
興
。
」

　
　
鄭
玄
注
「
作
猶
灼
也
。
『
周
禮
』
卜
人
、
凡
卜
事
示
高
、
揚
火
以
作
亀
、
致
其
墨
。
興
、
起
也
。
」
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敷
縫
公
所
引
鄭
注
「
作
亀
、
以
火
灼
之
、
以
作
其
兆
也
。
『
周
禮
』
卜
師
、
凡
卜
事
、
揚
火
以
作
鋼
、
致
其
墨
。
」

△

『
周
禮
』
「
太
卜
」
「
凡
國
大
貞
、
卜
立
君
、
卜
大
封
、
則
砥
高
、
作
亀
。
」

鄭
玄
注
「
作
亀
、
謂
以
火
灼
之
、
以
作
其
兆
也
。
（
中
略
）
士
喪
禮
日
、
宗
人
受
卜
人
覇
、
示
高
。
粒
卜
受
視
、

讃
。
」

反

之
。
又
日
、
H

「
士

喪
禮
」
の
「
作
亀
」
に
つ
い
て
、
鄭
玄
の
注
は
「
作
猶
灼
也
」
と
し
て
い
る
が
、
敷
纏
公
は
そ
の
代
わ
り
に
『
周
禮
』
「
太
卜
」
の

「
作

覇
」
の
鄭
注
「
作
亀
、
以
火
灼
之
、
以
作
其
兆
也
。
」
を
引
用
し
て
い
る
。
経
文
の
「
作
亀
」
に
つ
い
て
、
鄭
玄
に
は
こ
の
よ
う
な

解
繹
も
あ
る
こ
と
を
提
示
し
て
い
る
。
も
つ
と
も
、
『
周
禮
』
「
太
卜
」
の
鄭
玄
の
注
も
、
既
に
こ
の
「
士
喪
禮
」
の
経
文
の
「
卜
人
坐
作

亀
。
」
を
引
用
し
て
お
り
、
鄭
玄
の
雨
者
を
相
互
に
参
照
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
も
明
白
に
見
て
取
れ
る
。
敷
継
公
は
鄭
玄
の
意
圖
を
受
け

継
い

で

い

る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
引
用
を
可
能
に
し
た
の
は
や
は
り
「
横
讃
法
」
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
以
上
の

分
析
に

よ
り
、
敷
縫
公
は
『
儀
禮
』
各
篇
の
経
文
及
び
そ
の
鄭
注
を
相
互
に
参
照
し
、
そ
の
内
容
上
の
差
異
を
分
析
し
、
よ
り

詳

し
い
、
或
い
は
よ
り
明
確
な
注
を
取
っ
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
敷
纏
公
は
『
儀
禮
』
の
鄭
注
だ
け
で
な
く
、
『
周

禮
』
・
『
禮
記
』
の
鄭
注
を
も
参
照
し
、
『
儀
禮
』
の
注
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
手
法
は
す
べ
て
敷
縫
公
の
『
儀
禮
』
の
讃
解

方
法
で
あ
る
「
横
讃
法
」
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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第
二
章
　
買
公
彦
疏
の
形
骸
化
と
敷
縫
公
の
再
解
繹



　

『
儀
禮
集

説
』
の
鰹
例
は
、
ま
ず
注
・
疏
や
先
儒
の
説
を
引
用
し
、
そ
の
後
に
「
縫
公
謂
」
と
表
記
し
て
自
説
を
述
べ
る
と
い
う
も
の

で

あ
る
、
。
引
用
の
諸
説
に
封
し
て
コ
メ
ン
ト
す
る
際
に
は
、
「
綱
公
謂
」
の
末
尾
に
「
按
（
案
）
…
…
」
を
つ
け
、
按
語
の
形
で
示
す
。

も
し
経
文
に
封
し
て
自
説
を
出
さ
ず
、
た
だ
引
用
の
諸
説
に
コ
メ
ン
ト
を
附
す
る
だ
け
の
場
合
は
、
「
縫
公
謂
」
の
代
わ
り
に
直
接
「
縫

公
按

（案
）
…
…
」
を
附
す
。
『
儀
禮
集
説
』
で
は
、
春
一
「
士
冠
禮
」
に
北
宋
の
陳
祥
道
の
説
に
封
し
て
の
按
語
が
一
箇
所
あ
り
、
、
巻

十
一
「
喪
服
」
に
買
公
彦
疏
に
封
し
て
の
按
語
が
二
箇
所
あ
る
が
、
、
ほ
か
の
按
語
（
凡
そ
九
十
五
條
）
は
す
べ
て
鄭
玄
注
に
封
し
て
の

コ

メ
ン
ト
で
あ
る
。
從
っ
て
、
敷
縫
公
の
按
語
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
引
用
す
る
鄭
玄
注
に
封
し
て
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
と
言
え
る
。
。

　
本
來
、
鄭
玄
注
の
意
味
を
解
明
し
、
そ
の
論
理
を
述
べ
、
そ
の
根
援
を
提
示
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
義
疏
家
の
仕
事
で
あ
る
。
だ
が
、

質
公
彦

『
儀
禮
疏
』
の
鄭
玄
注
理
解
は
、
十
分
な
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
す
で
に
朱
子
が
批
判
し
た
よ
う
に
、
質
公
彦
疏
は

「
説
明
が
わ
か
り
に
く
い
。
」
し
、
解
繹
上
曖
昧
で
不
適
切
な
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
鄭
玄
注
の
一
部
に
つ
い
て
は
封
慮
す
る

質

公
彦
疏
が

訣

け
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
敷
纏
公
は
引
用
さ
れ
た
鄭
玄
注
に
封
し
て
、
按
語
の
形
で
そ
の
意
味
・
根
接
を
解
明

し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。

　
以

下
、
鄭
玄
注
の
意
味
及
び
そ
の
根
擦
に
封
し
て
、
赦
纏
公
は
ど
の
よ
う
に
解
鐸
し
た
の
か
、
彼
の
姿
勢
を
確
認
し
た
い
。
ま
た
、
敷

縫
公
と
質
公
彦
と
の
理
解
に
は
、
そ
の
方
向
も
し
く
は
方
法
に
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
の
か
も
考
察
す
る
。
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第
一
節
　
敷
縫
公
の
鄭
玄
注
に
封
す
る
解
鐸
姿
勢



敷
縫
公
の
按
語
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
以
下
の
一
例
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
「
喪
服
記
」
「
縛
衰
四
升
有
半
、
其
冠
八
升
。
」

　

散
纏
公
所
引
鄭
注
「
①
服
在
小
功
之
上
者
、
欲
著
其
縷
之
精
巖
也
。
②
升
敷
在
齊
衰
之
中
者
、
③
不
敢
以
兄
弟
之
服
服
至
尊
也
。
」

　

敷
纏
公
按
語

「
注
云
①

「
服
在
小
功
之
上
者
」
、
謂
此
経
喪
服
之
序
縛
衰
在
小
功
之
上
也
。
云
②
「
升
敷
在
齊
衰
之
中
者
」
、
齊
衰
四

升
五
升
六
升
而
此
縛
衰
四

升
有
半
、
是
在
齊
衰
之
中
也
。
云
③
「
不
敢
以
兄
弟
之
服
服
至
尊
」
者
、
用
「
齊
衰
三
月
」
章
傳
文
。
」

　

こ
の
箇
所
で
は
引
用
す
る
鄭
玄
注
に
封
し
て
句
毎
に
解
繹
を
施
し
て
お
り
、
①
②
は
鄭
玄
注
の
意
味
を
、
③
は
鄭
玄
注
の
出
典
・
根
援

を
解
明
し
よ
う
と
す
る
敷
縫
公
の
意
圖
が
明
白
に
見
て
取
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
解
稗
の
形
式
は
ま
る
で
質
公
彦
の
疏
の
髄
裁
の
よ
う
で

あ
る
。
お
そ
ら
く
、
敷
遣
公
は
、
買
公
彦
の
理
解
は
誤
り
で
、
自
分
こ
そ
が
鄭
玄
注
の
「
本
意
」
を
捉
え
て
い
る
と
自
負
し
て
い
た
の
だ

ろ
う
。
績
い
て
、
後
世
の
禮
學
者
が
、
敷
縫
公
の
こ
の
よ
う
な
鄭
玄
注
に
封
す
る
解
稗
を
い
か
に
評
し
て
い
た
の
か
を
見
て
み
よ
う
。

　

「
喪
服
記
」
の
こ
の
箇
所
に
於
い
て
、
『
欽
定
儀
禮
義
疏
』
（
巻
二
十
五
）
は
鄭
玄
注
の
下
に
割
注
の
形
で
（
即
ち
疏
と
し
て
）
。
敷
縫

公
の
按
語

を
挿
入
し
て
い
る
。
胡
培
輩
『
儀
禮
正
義
』
（
巻
二
十
五
）
で
は
質
公
彦
の
疏
を
用
い
ず
、
敷
継
公
の
説
に
從
っ
て
鄭
玄
注
を

解
繹

し
て
い
る
。
。
そ
れ
は
胡
培
蟹
が
、
質
公
彦
の
解
繹
よ
り
、
敷
纏
公
の
解
稗
の
方
が
鄭
玄
注
の
意
味
を
捉
え
て
い
る
と
認
め
た
た
め

で
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ
の
例
を
見
て
み
よ
う
。
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「
聰
禮
」
「
芳
者
再
拝
稽
首
受
。
賓
再
拝
稽
首
、
送
幣
。
」

敷
縄
公
所
引
鄭
注
「
④
受
・
送
拝
、
皆
北
面
、
⑤
象
階
上
。
」

赦
纏
公
按
語

「
注
云
④

「
受
・
送
拝
」
者
、
謂
受
者
・
送
者
之
拝
也
。

⑤
「
象
階
上
」
者
、
謂
放
償
干
堂
之
禮
也
。
」

　

こ
の
按
語
④
⑤
は
、
上
例
の
①
②
と
同
じ
く
鄭
玄
注
の
意
味
に
封
す
る
解
澤
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
「
聰
禮
」
の
こ
の
箇
所
の
鄭

玄
注
に
封
す
る
賢
公
彦
の
解
繹
が
不
適
切
だ
と
、
張
爾
岐
（
『
儀
禮
鄭
注
句
讃
』
巷
八
）
・
盛
世
佐
（
『
儀
禮
集
編
』
巻
十
五
）
・
楮
寅
亮
（
『
儀

禮
管
見
』
巻
中
之
二
）
な
ど
の
清
朝
の
學
者
は
批
判
を
加
え
て
お
り
、
『
欽
定
儀
禮
義
疏
』
（
巻
十
五
）
は
鄭
玄
注
の
下
に
、
割
注
の
形
で

敷
纏
公
の
按
語
を
挿
入
し
て
い
る
。
胡
培
輩
『
儀
禮
正
義
』
（
巻
十
六
）
も
「
敷
継
公
の
説
が
意
味
を
正
し
く
捉
え
て
い
る
」
（
「
敷
之
説

得
之
」
）
と
評
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
鄭
玄
注
の
意
味
を
正
し
く
理
解
し
て
い
る
と
い
う
赦
縫
公
の
自
負
は
、
決
し
て
自
信
過
剰
で
は
な
く
、
後
世
の
禮
學
者

た

ち
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
二
つ
の
例
で
は
、
鄭
玄
注
の
意
味
を
適
切
に
理
解
で
き
な
け
れ
ば
、
経
文
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

敷
継
公
は

経
文

を
理
解
す
る
た
め
に
鄭
玄
注
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
経
文
の
理
解
に
關
わ

り
な
く
、
鄭
玄
注
そ
の
も
の
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
も
以
下
の
例
か
ら
窺
え
る
。
例
え
ば
、

　
　
　
「
公
食
大
夫
禮
」
「
宰
夫
設
其
豊
干
稻
西
。
」

　
　

敷
纏
公
所
引
鄭
注
「
酒
在
東
、
漿
在
西
、
是
所
謂
左
酒
右
漿
。
」
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敷
縫
公
按
語

「
案

「
左
酒
右
漿
」
、
「
弟
子
職
」
文
。
」

　
鄭
玄

は

「
是
は

所
謂

「
左
酒
右
漿
」
な
り
。
」
と
言
っ
て
お
り
、
敷
繊
公
は
『
管
子
』
「
弟
子
職
」
の
「
左
酒
右
漿
」
を
典
擦
と
し
て
提

示

し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
左
酒
右
漿
」
と
い
う
一
句
は
「
弟
子
職
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
典
接
は
経
文
の
理
解
に
は
あ
ま
り

關
係
し
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
敷
縫
公
は
鄭
玄
注
が
「
所
謂
」
と
言
っ
て
い
る
以
上
は
必
ず
典
握
が
あ
る
は
ず
だ
と
考
え
、
そ

の
典
擦
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
敷
縫
公
の
鄭
玄
注
そ
の
も
の
に
封
す
る
興
味
と
探
究
心
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
敷
縫
公
の
按
語
の
内
容
は
、
上
述
の
よ
う
な
鄭
玄
注
の
意
味
と
出
典
・
根
擦
に
封
し
て
解
明
す
る
こ
と
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
が
、

そ

れ
以

外
に

鄭
玄
注
の
文
字
上
の
誤
り
や
脱
文
な
ど
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

　
　
　
「
大
射
儀
」
「
司
射
西
面
命
日
、
中
離
維
綱
。
」

　
　

敷
織
公
所
引
鄭
注
「
或
日
、
維
當
爲
絹
。
絹
、
綱
耳
。
」

　
　

赦
継
公
按
語

「按
、
注
之
「
絹
」
字
、
恐
是
「
績
」
字
之
誤
。
「
梓
人
」
云
、
「
績
寸
焉
。
」
」

　
　
　
「
既
夕
禮
」
「
賓
出
、
主
人
送
干
門
外
、
有
司
請
祖
期
。
」

　
　

敷
纏
公
所
引
鄭
注
「
亦
因
在
外
位
請
之
。
當
以
告
賓
。
毎
事
畢
轍
出
。
」

　
　

敷
縫
公
按
語

「按
、
注
「
毎
」
上
更
當
有
一
「
賓
」
字
。
」

一 47一

敷
縫
公
は

「
大
射
儀
」
の
鄭
玄
注
の
「
絹
」
を
「
績
」
の
誤
字
で
は
な
い
か
と
推
測
し
、
「
既
夕
禮
」
の
鄭
玄
注
の
「
毎
事
畢
轍
出
」



の
上
に

は

も
と
も
と
「
賓
」
と
の
文
字
が
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
二
箇
所
の
鄭
玄
注
の
誤
字
・
脱
文
は
、
少
な
く
と
も
唐
の

質
公
彦
以
來
、
誰
も
氣
つ
か
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
赦
織
公
の
一
種
の
文
献
批
判
精
神
の
表
れ
で
あ
る
と
と
も
に
、
鄭
玄
注
の

本
來

の
姿
を
復
元
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
敷
縫
公
の

按
語
は
お
お
よ
そ
上
述
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
敷
纏
公
に
鄭
玄
注
を
客
観
的
に
研
究
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
存
在
し
た

こ
と
を
筆
者
は
こ
こ
に
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　
池

田
秀
三
氏
は
先
行
諸
注
を
取
捨
選
鐸
す
る
「
集
説
」
・
「
集
解
」
・
「
集
注
」
と
い
う
よ
う
な
古
典
注
稗
書
に
つ
い
て
、
採
用
さ
れ
た
先

人

の

諸
注
は
、
「
か
つ
て
の
髄
系
・
文
脈
の
中
で
負
っ
て
い
た
意
義
を
失
い
、
新
た
な
膿
系
・
文
脈
の
中
で
新
た
な
意
義
を
帯
び
る
こ
と

に

な
る
。
」
、
．
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
池
田
氏
の
指
摘
の
如
く
、
『
儀
禮
集
説
』
に
引
用
さ
れ
た
鄭
玄
注
は
、
既
に
鄭
玄
注
そ
の
も
の
で
は

な
く
、
敷
纏
公
の
注
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
で
あ
る
と
同
時
に
、
上
述
の
例
が
示
し
て
い
る
よ

う
に
、
赦
縫
公
は
『
儀
禮
』
の
経
文
だ
け
で
な
く
、
鄭
玄
注
そ
の
も
の
を
も
自
身
の
研
究
封
象
と
し
て
扱
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
敷
縫
公
は
「
喪
服
記
」
「
大
功
八
升
若
九
升
、
小
功
十
升
若
十
一
升
。
」
の
鄭
玄
注
に
封
し
て
、
「
鄭
氏
の
意
は
、
蓋
し
或
い
は

此

の
如
し
。
」
二
鄭
氏
之
意
、
蓋
或
如
此
。
」
）
と
し
た
り
、
「
鴨
禮
」
「
繹
幣
制
玄
練
束
」
の
鄭
玄
注
に
封
し
て
、
「
曉
る
可
か
ら
ず
、
姑
く

之

を
閾
く
。
」
二
不
可
曉
、
姑
閾
之
。
」
）
と
す
る
こ
と
か
ら
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
、
鄭
玄
注
を
解
澤
す
る
際
、
非
常
に
愼
重
な
態
度
を
と

っ

て

い

た
。
た
と
え
鄭
玄
の
注
が
不
適
切
で
あ
る
か
に
思
わ
れ
る
箇
所
に
於
い
て
も
、
直
接
鄭
玄
注
が
誤
り
だ
と
す
る
こ
と
を
避
け
、
「
鄭

氏

は

此

れ
に

於

て
、
蓋
し
偶
々
之
を
孜
ふ
る
こ
と
詳
ら
か
な
ら
ざ
る
の
み
。
」
（
「
鄭
氏
於
此
、
蓋
偶
孜
之
不
詳
耳
。
」
ほ
）
と
氣
を
遣
っ
た

表
現
を
用
い
て
い
る
。
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第
二
節
　
赦
縫
公
の
鄭
玄
注
の
意
味
に
封
す
る
再
解
繹

　
鄭

玄
が
な
に
を
言
い
た
か
っ
た
か
、
そ
の
意
味
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
敷
縫
公
は
な
ぜ
再
解
繹
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の

か
。
い
っ
た
い
彼
の
再
解
繹
は
買
公
彦
の
解
稗
と
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
の
か
。
ま
ず
、
「
聰
禮
」
の
鄭
玄
注
「
互
相
先
後
」
に
封

す

る
雨
者
の
差
異
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
「
膀
禮
」
「
公
於
賓
壼
食
再
饗
。
」

　
　
敷
縫
公
所
引
鄭
注
「
公
食
大
夫
禮
日
、
設
洗
如
饗
、
則
饗
與
食
互
相
先
後
也
。
」

　
　
敷
縫
公
按
語

「
注
云

「
互
相
先
後
」
、
謂
食
居
二
饗
之
聞
也
。
」

　
　
△
買
疏

「
引
「
公
食
」
、
「
饗
與
食
互
相
先
後
」
者
、
此
経
先
言
食
、
後
言
饗
、
則
食
在
饗
前
。
「
公
食
」
言
設
洗
如
饗
禮
、
則
饗
在

　
食
前
。
饗
先
後
出
於
主
君
之
意
、
故
先
後
不
定
也
。
」
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買
公
彦

は
、
「
聰
禮
」
の
こ
の
経
文
「
公
賓
に
於
て
壼
食
再
饗
す
」
で
は
「
食
」
が
「
饗
」
の
前
で
あ
る
の
で
、
食
禮
は
饗
禮
の
先
に

行
う
べ
き
だ
、
と
理
解
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
公
食
大
夫
禮
」
で
は
「
洗
を
設
く
る
こ
と
饗
の
如
く
す
」
（
「
設
洗
如
饗
」
）
と
い
い
、
饗
禮

は

食
禮
の
先
に
行
う
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
從
っ
て
、
饗
禮
と
食
禮
の
ど
ち
ら
を
先
に
行
う
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
君
主
の
意
に
從
い
、

一
定

し
て
い
な
い
の
だ
と
考
え
た
。
つ
ま
り
、
鄭
玄
注
の
「
た
が
い
に
先
後
す
る
」
（
「
互
相
先
後
」
）
を
「
先
後
が
定
ま
っ
て
い
な
い
」
（
「
先

後
不
定
」
）
こ
と
と
し
て
解
稗
し
た
。



　

こ
れ
に
封
し
て
、
敷
継
公
の
按
語
に
よ
る
と
、
饗
禮
を
先
に
行
い
、
つ
づ
い
て
食
禮
が
終
わ
っ
た
ら
再
び
饗
禮
を
行
う
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
つ
ま
り
、
「
互
相
先
後
」
と
は
、
食
禮
は
萱
饗
の
後
で
あ
り
、
再
饗
の
前
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
欽
定
儀
禮
義
疏
』
巻
↓

七
は
敷
遣
公
の
説

を
割
注
の
形
で
鄭
玄
注
の
解
繹
文
と
し
て
挿
入
し
て
い
る
。
胡
培
量
は
「
敷
縫
公
の
説
は
鄭
玄
の
意
味
を
言
い
當
て
て

い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
（
「
敷
説
或
得
鄭
意
欺
」
ロ
）
と
評
し
て
い
る
。
ま
た
、
黄
以
周
は
買
公
彦
疏
を
「
誤
り
で
あ
る
」
（
「
非
也
」
）

と
批
判
し
て
、
赦
遣
公
に
封
し
て
は
、
「
敷
縫
公
は
鄭
玄
の
意
味
を
正
し
く
説
明
し
て
い
る
」
（
「
敷
申
鄭
是
」
）
と
指
摘
し
て
い
る
ロ
。

　
思

う
に
、
買
公
彦
が
「
此
の
経
先
ず
食
を
言
ひ
、
後
に
饗
を
言
へ
ば
、
則
ち
食
は
饗
の
前
に
在
り
。
」
と
言
つ
た
の
は
、
経
文
の
具
髄

的
内
容
に
は
注
意
せ
ず
に
、
経
文
の
文
字
の
順
番
（
形
式
）
の
み
を
重
ん
じ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
質
公
彦
の
解
鐸

は

表
面
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
質
公
彦
疏
は
形
骸
化
し
て
い
る
嫌
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
次
に

「
観
禮
」
の
鄭
玄
注
の
『
左
傳
』
の
引
用
に
封
し
て
、
雨
者
の
差
異
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
「
親
禮
」
「
重
賜
無
藪
、
在
車
南
。
」

　
　
敷
縫
公
所
引
鄭
注
「
重
猶
善
也
。
所
加
賜
善
物
多
少
由
恩
也
。
『
春
秋
傳
』
日
、
重
錦
三
十
雨
。
」

　
　
敷
継
公
按
語

「
注
引
「
重
錦
」
之
文
、
以
讃
重
之
爲
善
也
。
」

　
　
△

買
疏
「
引
『
春
秋
』
者
、
閾
二
年
『
左
氏
傳
』
云
、
秋
人
伐
衛
。
又
云
、
及
秋
人
戦
干
焚
澤
、
衛
師
敗
績
、
遂
滅
衛
。
夜
與
國
人

　
　
出
秋
入
衛
、
遂
從
之
。
又
敗
諸
河
。
宋
桓
公
逆
諸
河
、
宵
濟
立
戴
公
以
盧
於
曹
。
齊
侯
使
公
子
無
劇
帥
車
三
百
乗
、
甲
士
三
千
人
以

　
　
戌
曹
。
蹄
公
乗
馬
祭
服
五
稻
、
牛
羊
家
氣
狗
皆
三
百
、
與
門
材
蹄
夫
人
魚
軒
重
錦
三
十
雨
。
鄭
引
之
、
讃
「
重
賜
無
敷
、
在
車
南
也
。
」
」
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鄭
玄
が

『
左
傳
』
の
「
重
錦
三
十
雨
。
」
の
文
を
引
用
す
る
意
圓
に
つ
い
て
、
買
公
彦
は
『
左
傳
』
の
閏
公
二
年
の
傳
文
を
畢
げ
、
「
鄭

之

を
引
き
て
、
「
重
賜
敷
無
く
、
車
の
南
に
在
り
。
」
を
讃
す
る
な
り
」
と
い
う
。
つ
ま
り
、
鄭
玄
が
『
左
傳
』
を
引
用
す
る
の
は
経
文
を

解

明
す
る
た
め
な
の
だ
か
ら
、
質
公
彦
は
そ
の
出
典
を
指
摘
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
、
質
公
彦
の
疏
が
載
せ
て
い
る
『
左
傳
』
関

公
二
年
の
傳
文

を
讃
む
と
、
本
條
の
経
文
の
理
解
と
は
特
に
關
係
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
に
封
し
て
、
敷
纏
公
の
理
解
に
依
れ
ば
、
鄭
玄
は
自
ら
の
「
重
は
猶
ほ
善
の
ご
と
き
な
り
」
（
「
重
猶
善
也
」
）
と
い
う
訓
詰
の
讃

擦
と
し
て
『
左
傳
』
の
「
重
錦
三
十
雨
。
」
を
引
用
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
重
は
猶
ほ
善
の
ご
と
き
な
り
」
の
「
猶
」
と
い
う
の
は
、

「
重
」
の
字
に
は
、
元
來
「
善
」
の
意
味
が
な
い
も
の
の
、
こ
の
場
合
に
は
「
善
」
の
意
味
で
理
解
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
訓
詰

は
一
般
的
で
は
な
い
の
で
、
そ
こ
で
、
鄭
玄
は
『
左
傳
』
の
「
重
錦
」
の
「
重
」
も
同
様
に
「
善
」
の
意
味
で
理
解
で
き
る
、
と

い
う
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
Q
。

　
敷
縫
公
の
解
繹
と
買
公
彦
疏
と
を
比
べ
る
と
、
買
公
彦
疏
は
「
重
錦
三
十
雨
」
を
含
む
『
左
榑
』
の
文
章
を
提
示
す
る
だ
け
で
あ
り
、

鄭

玄
注
の
意
味
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
十
分
に
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。
こ
れ
も
質
公
彦
疏
が
形
骸

化

し
て
い
る
一
つ
の
現
れ
と
見
な
せ
よ
う
。

　

こ
の
二
つ
の
例
は
と
も
に
、
買
公
彦
の
解
鐸
は
鄭
玄
注
の
意
味
と
合
致
し
て
お
ら
ず
、
敷
縫
公
の
再
解
繹
の
方
が
よ
り
適
切
で
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
解
繹
の
ス
タ
イ
ル
と
い
う
こ
と
に
着
目
す
れ
ば
、
鄭
玄
注
に
封
し
て
、
質
公
彦
疏
の
説
明
は
詳
細
だ
が
繁
雑
で

あ
る
の
に
封
し
、
敷
縫
公
の
説
明
は
簡
潔
を
旨
と
し
て
い
る
、
と
い
う
印
象
を
讃
者
に
與
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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第
三
節
　
敷
纏
公
の
鄭
玄
注
の
根
接
に
封
す
る
再
考
察

　
鄭

玄
の
注
稗
に
根
擦
が
あ
る
か
否
か
、
そ
れ
を
追
究
す
る
こ
と
は
「
鄭
學
」
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
買
公
彦
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で

あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
鄭
玄
注
の
根
援
は
本
當
に
買
公
彦
の
考
え
た
通
り
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
改
め
て
検
討
す
る

必
要
性
を
敷
継
公
は
感
じ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
「
燕
禮
」
の
鄭
玄
注
「
不
敏
」
の
根
援
を
例
と
し
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
　

①

「
燕
禮
」
「
射
人
命
賓
、
賓
少
進
、
禮
辞
。
」

　
　

敷
縫
公
所
引
鄭
注
「
禮
辞
、
辞
不
敏
也
。
」

　
　

敷
纏
公
按
語
「
注
云
「
辞
不
敏
」
者
、
以
「
士
冠
」
之
賓
蔚
日
「
某
也
不
敏
」
、
故
意
此
賓
亦
然
。
」

　
　

△

質

疏

「
知

「
禮
辞
辞
不

敏
」
者
、
取
『
孝
経
』
曾
子
云
「
参
不
敏
」
爲
義
。
L

　
　

②

「
聰
禮
」
「
遂
命
使
者
、
使
者
再
拝
稽
首
辞
。
」

　
　

鄭
注

「
辞
以
不
敏
。
」

　
　

△

質

疏

「
「
辞
以
不
敏
」
者
、
鄭
取
『
孝
経
』
曾
子
日
「
参
不
敏
」
之
辞
爲
義
也
。
」

　
　

③

「
郷
射
禮
記
」
「
使
能
不
宿
戒
。
」

　
　
鄭
注
「
能
者
、
敏
於
事
。
」

　
　
△

賢

疏

「
云

「
能
者
敏
於
事
」
者
、
『
孝
経
』
云
「
参
不
敏
」
、
鄭
云
、
敏
猶
達
也
。
則
此
通
達
於
事
。
」
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鄭
玄

は
①
②

「
不
敏
」
と
言
っ
た
り
、
③
「
敏
」
と
言
っ
た
り
し
て
い
る
が
、
質
公
彦
は
い
ず
れ
も
『
孝
経
』
の
「
参
不
敏
」
を
用
い

て

解
繹
す

る
。
③
の
場
合
は
、
買
公
彦
が
鄭
注
「
敏
於
事
」
の
「
敏
」
に
封
し
て
、
『
孝
経
』
「
参
不
敏
」
の
鄭
注
「
敏
猶
達
也
」
を
引
用

し
た
の
は
自
然
な
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
鄭
玄
の
「
敏
」
に
封
す
る
理
解
は
『
孝
経
』
の
鄭
玄
注
か
ら
窺
え
る
だ
ろ
う
と
い
う
推
測
は
十

分
な
説
得
力
を
有
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
で

は
、
①
②
の
「
不
敏
」
も
鄭
玄
は
『
孝
経
』
の
「
参
不
敏
」
を
参
照
し
た
の
だ
と
い
う
質
公
彦
の
解
稗
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
い
わ

ゆ
る
「
鄭
學
」
と
は
五
経
（
も
し
く
は
「
六
藝
」
）
を
髄
系
化
す
る
注
繹
學
で
あ
る
。
こ
の
二
箇
所
の
注
も
鄭
玄
が
『
孝
経
』
の
「
参
不

敏
」
を
念
頭
に
置
い
て
書
い
た
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
『
孝
経
』
の
「
参
不
敏
」
と
こ
の
二
箇
所
の
経
文
の
場
面
と

は

あ
ま
り
關
係
が
な
い
の
で
、
た
だ
そ
の
意
味
（
「
義
」
）
が
通
じ
て
い
る
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。
思
う
に
、
質
公
彦
は
『
孝
経
』
が
聖
賢

の
事

蹟
を
載
せ
て
お
り
、
ま
た
鄭
玄
は
『
孝
経
』
に
も
注
を
施
し
て
い
た
と
い
う
事
實
を
軍
純
に
用
い
、
そ
れ
を
取
っ
て
こ
じ
つ
け
た
に

過
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

　
敷

縫
公
は

「
燕
禮
」
の
鄭
注
の
「
辞
不
敏
」
に
封
し
て
、
「
士
冠
の
賓
辞
に
は
某
も
也
た
不
敏
な
れ
ば
と
日
ふ
を
以
て
、
故
に
此
の
賓

も
亦
た
然
ら
ん
と
意
ふ
。
」
と
い
う
。
敷
縫
公
に
よ
る
と
、
鄭
玄
注
の
根
援
は
、
「
士
冠
禮
」
の
賓
辞
「
某
不
敏
、
恐
不
能
共
事
、
以
病
吾

子
。
敢
辞
。
」
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
燕
禮
」
の
辞
の
主
聰
は
、
「
士
冠
禮
」
と
同
様
に
賓
で
あ
り
、
儀
節
を
含
め
て
考
え
れ
ば
、
鄭

玄
注
の
「
不
敏
」
は
む
し
ろ
「
士
冠
禮
」
の
「
不
敏
」
を
根
援
と
し
た
可
能
性
が
よ
り
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
敷
縫
公
の

こ
の
説
は
極
め
て
説
得
力
の
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
質
公
彦
の
解
稗
に
見
ら
れ
る
『
孝
経
』
と
の
繋
が
り
を
指
摘
す
る
襲
想

の
大

謄

さ
に
比
べ
る
と
、
つ
ま
ら
な
く
て
地
味
な
考
え
方
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
一
黙
の
み
か
ら
讃
み
込
む
の
は
武
断
に
過
ぎ
る
か
も
知

れ

な
い
が
、
こ
れ
は
、
敷
縫
公
と
買
公
彦
と
の
解
繹
方
向
上
の
差
異
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
『
儀
禮
』
鄭
玄
注
に
つ
い
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て

考
え
る
に
當
た
り
、
敷
縫
公
は
『
儀
禮
』
一
経
を
中
心
と
し
て
思
考
を
展
開
し
、
質
公
彦
は
『
儀
禮
』
一
経
よ
り
も
む
し
ろ
鄭
玄
の
経

書
注
澤
學
二
鄭
學
」
）
自
憤
を
中
心
と
し
て
思
考
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
。

　

ま
た
、
敷
纏
公
の
鄭
玄
注
の
根
擦
に
封
す
る
再
考
察
に
つ
い
て
、
質
公
彦
と
明
確
に
異
な
る
立
場
を
取
る
も
の
と
し
て
以
下
の
よ
う
な

例
も
あ
る
。

　
　
　
「
親
禮
」
「
出
、
自
屏
南
、
適
門
西
、
遂
入
門
左
、
北
面
立
。
王
螢
之
。
」

　
　

敷
纏
公
所
引
鄭
注
「
天
子
外
屏
。
芳
之
、
其
道
勢
也
。
」

　
　
敷
縫
公
按
語

「按
、
注
云
「
天
子
外
屏
」
、
用
『
筍
子
』
文
。
」

　
　
△
買
疏
「
云
「
天
子
外
屏
」
、
取
『
禮
緯
』
之
文
。
故
『
禮
緯
』
云
「
天
子
外
屏
、
諸
侯
内
屏
、
大
夫
以
簾
、
士
以
帷
」
是
也
。
」

　
鄭

玄
注
の
「
天
子
外
屏
」
に
封
し
て
、
買
公
彦
は
『
禮
緯
』
の
文
章
か
ら
解
稗
し
た
が
、
敷
遣
公
は
そ
れ
を
取
ら
ず
、
『
筍
子
』
の
文

章
を
用
い
た
も
の
と
解
稗
し
た
。
確
か
に
、
『
筍
子
』
「
大
略
」
に
は
「
天
子
外
屏
、
諸
侯
内
屏
、
禮
也
。
」
と
あ
る
。
だ
が
、
『
禮
記
』
「
郊

特
牲
」
「
量
門
而
旅
樹
」
の
鄭
注
「
禮
、
天
子
外
屏
、
諸
侯
内
屏
、
大
夫
以
簾
、
士
以
帷
。
」
に
封
し
て
孔
穎
達
疏
も
「
禮
緯
文
」
と
解
鐸

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
實
公
彦
と
孔
穎
達
と
は
い
ず
れ
も
、
鄭
玄
注
の
「
天
子
外
屏
」
を
『
禮
緯
』
に
よ
っ
た
も
の
と
理
解
し
た
。
鄭
玄

は

『
禮
緯
』
に
注
繹
を
施
し
て
お
り
。
、
『
筍
子
』
よ
り
も
『
禮
緯
』
の
方
が
鄭
玄
の
経
書
注
稗
學
に
は
近
い
の
だ
か
ら
、
鄭
玄
注
の
根
操

が

（子
書
の
）
『
筍
子
』
で
は
な
く
『
禮
緯
』
の
文
章
で
あ
る
と
考
え
る
の
は
自
然
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
。

　
そ

れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
敷
纏
公
が
『
筍
子
』
を
典
檬
と
し
て
掲
げ
た
理
由
と
し
て
は
以
下
の
二
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
『
禮
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緯
』
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
文
章
が
『
筍
子
』
に
も
見
え
る
こ
と
は
事
實
で
あ
り
、
『
筍
子
』
の
成
立
時
期
は
『
禮
緯
』
よ
り
先
に
位
置
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
。
、
よ
り
先
行
す
る
典
擦
を
提
示
す
る
と
い
う
観
黙
か
ら
『
筍
子
』
の
語
と
し
て
注
し
た
可

能
性

が
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
敷
縫
公
が
こ
の
よ
う
に
解
鐸
し
た
背
景
と
し
て
、
緯
書
を
信
ず
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
忌
避
し
た
北
宋
以

來

の
思
想
風
潮
が

敷
纏
公
の

著
述
の
上
に
も
影
響
を
與
え
た
可
能
性
が
第
二
で
あ
る
⑬
。
こ
れ
も
、
上
例
と
同
様
に
敷
縄
公
と
質
公
彦
の

解
繹
方

向
上
の
差
異
が
よ
く
現
れ
て
い
る
も
の
と
言
え
る
。
從
っ
て
、
敷
縫
公
と
質
公
彦
と
の
い
ず
れ
が
適
切
な
の
か
、
と
い
う
問
題
に

つ
い
て

は
、
立
場
に
よ
っ
て
異
な
る
問
題
を
含
ん
で
お
り
、
一
概
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
敷
縫
公
の
鄭
玄
注
の
根
擦
に
封
す
る
再
考
察
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
よ
う
な
解
稗
方
向
上
の
差
異
に
よ
る
も
の
だ
け

で

な
く
、
軍
純
に
質
公
彦
が
鄭
玄
注
の
根
披
を
明
白
に
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
も
多
い
。
例
え
ば
、

　
　
　
「
郷
射
禮
」
三
司
馬
）
命
獲
者
以
施
退
、
命
弟
子
退
福
。
司
射
命
繹
獲
者
退
中
與
等
而
侯
。
」

　
　

敷
縫
公
所
引
鄭
注
「
備
復
射
也
。
獲
者
・
稗
獲
者
亦
退
其
薦
姐
。
」

　
　

敷
縫
公
按
語

「按
、
注
云
「
獲
者
・
繹
獲
者
亦
退
其
薦
姐
」
、
此
操
「
大
射
儀
」
而
言
也
。
」

　
　
△
賀
疏

「
「
獲
者
繹
獲
者
亦
退
薦

祖
」
者
、
上
献
時
皆
有
薦
姐
、
辟
之
於
右
。
今
獲
者
以
旋
退
、
繹
獲
者
退
中
、
故
知
亦
退
薦
祖
也
。
」

一 55一

　
質

公
彦
は

鄭
玄
注
の
「
獲
者
・
繹
獲
者
亦
退
其
薦
祖
」
に
封
し
て
、
経
文
上
の
根
操
に
言
及
し
て
お
ら
ず
、
た
だ
儀
節
上
は
そ
う
あ
る

べ

き
だ
と
解
稗
し
た
。
敷
縫
公
は
鄭
玄
が
そ
う
言
っ
た
の
は
直
接
に
「
大
射
儀
」
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
と
断
定
し
て
い
る
。
「
大
射

儀
」
①
「
司
馬
師
命
獲
者
以
旋
與
薦
姐
退
。
」
の
直
後
の
②
「
司
射
命
繹
獲
者
退
中
與
算
而
侯
」
に
封
し
て
、
鄭
玄
は
「
稗
獲
者
亦
退
其



薦

姐
」
と
注
稗
を
施
し
た
。
す
な
わ
ち
、
鄭
玄
は
経
文
①
の
「
獲
者
以
旋
與
薦
姐
退
」
に
よ
り
、
経
文
②
に
封
し
て
「
繹
獲
者
亦
退
其
薦

祖
」
と
解
繹
し
た
。
「
郷
射
禮
」
の
こ
の
箇
所
に
於
い
て
、
獲
者
・
鐸
獲
者
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
「
薦
祖
」
と
い
う
経
文
が
示
さ
れ
て

は

い
な
い
が
、
「
大
射
儀
」
と
同
じ
儀
節
に
當
た
る
の
で
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
「
獲
者
・
稗
獲
者
亦
退
其
薦
姐
。
」
と
解
鐸
し
た
。
つ
ま
り
、

儀
節
上
そ
う
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
直
接
的
な
経
文
上
の
根
糠
が
あ
っ
て
そ
の
よ
う
に
注
繹
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
以
下
の
例
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。

　
　
　
「
郷
飲
酒
禮
」
の
鄭
注
「
所
進
者
、
狗
載
臨
也
。
」
敷
縫
公
按
語
「
按
、
注
云
「
所
進
者
、
狗
載
臨
也
」
、
ー
ー
「
之

　
庶
差
、
皆
以
其
牲
肉
爲
載
、
又
有
臨
、
故
知
此
禮
當
放
之
也
。
」

　
　
　
「
燕
禮
」
の
鄭
注
「
賓
席
用
蒲
莚
、
縞
布
純
。
」
敷
纏
公
按
語
「
按
、
注
知
此
賓
席
蒲
莚
縞
布
純
者
、
以
「
公
食
大
夫
」
及
「
郷
飲

　
・
射
記
」
定
之
也
。
」

　
　
　
「
膀
禮
」
の
鄭
注
「
華
幣
、
私
観
及
大
夫
者
。
」
敷
縫
公
按
語
「
按
、
注
云
「
及
」
者
、
即
記
所
謂
「
幣
之
所
及
」
者
也
。
L

　
　
　
「
少
牢
」
の
鄭
注
「
三
酸
亦
盟
升
。
」
　
敷
縫
公
按
語
「
按
、
注
知
「
三
酸
亦
困
皿
升
」
者
、
以
「
特
牲
禮
」
畢
貧
及
長
兄
弟
盟
而
推
之

　
　
也
。
」

　
　
　
「
有
司
徹
」
の
鄭
注
「
奮
説
云
、
埋
之
西
階
東
。
」
赦
縫
公
按
語
「
奮
説
謂
埋
祭
於
西
階
東
者
、
援
ー
閨
ー
埋
幣
之
慮
而
言
也
。
」

　

こ
れ
ら
の
例
か
ら
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
、
敷
縫
公
は
往
々
に
し
て
鄭
玄
注
の
根
援
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
も
、
そ
の
根
接

は

『
儀

禮
』
の
他
篇
の
経
文
・
（
経
文
の
後
の
）
記
文
で
あ
り
、
質
公
彦
が
そ
れ
を
見
落
と
し
た
の
は
や
や
不
自
然
な
よ
う
に
も
思
わ
れ
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る
。
或
い
は
本
章
の
第
二
節
に
述
べ
た
通
り
、
こ
の
こ
と
は
買
公
彦
疏
が
形
骸
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
る
と

も
言
い
得
よ
う
。

　
さ
て
、
上
述
の
「
燕
禮
」
「
射
人
命
賓
、
賓
少
進
、
禮
辮
。
」
の
鄭
注
に
封
し
て
、
敷
縫
公
は
、
鄭
玄
に
は
「
士
冠
禮
」
の
一
文
以
外
に

特
に

他
の

根
握
が

な
い
の
で
、
「
故
に
此
の
賓
も
亦
た
然
ら
ん
と
意
ふ
。
」
と
し
、
た
だ
「
意
」
（
推
測
．
推
論
、
或
い
は
「
禮
意
」
）
に
よ

る
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
こ
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
「
聰
禮
」
「
鐸
幣
制
玄
縛
束
」
の
鄭
注
「
玄
縛
之
率
、
玄
居
三
、
縛

居

二
。
」
に
封
し
て
も
、
敷
縫
公
の
按
語
は
「
蓋
し
魯
人
の
贈
幣
に
操
る
を
言
う
な
り
。
此
の
幣
神
た
る
者
に
用
ふ
る
を
以
て
、
故
に
其

れ
亦
た

然

る
を
意
ふ
。
魯
人
の
贈
、
「
雑
記
」
に
見
ゆ
。
」
（
「
蓋
擦
魯
人
之
贈
幣
言
也
。
以
此
幣
用
於
神
者
、
故
意
其
亦
然
。
魯
人
之
贈
、

見

「
雑
記
」
。
」
）
と
す
る
。
敷
綱
公
は
鄭
玄
が
「
玄
居
三
、
練
居
二
」
と
言
っ
た
の
は
、
『
禮
記
』
「
雑
記
」
の
「
魯
人
之
贈
也
、
三
玄
二

練
。
」
に
握
っ
た
も
の
で
あ
る
と
解
稗
し
た
。
な
ぜ
こ
れ
に
援
っ
た
と
言
え
る
の
か
と
い
う
と
、
こ
の
箇
所
も
神
に
祀
る
儀
節
だ
か
ら
で

あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
確
實
な
も
の
で
は
な
く
、
推
測
・
推
論
に
過
ぎ
な
い
と
敷
纏
公
は
考
え
て
い
た
。

　
確
實
な
根
擦
が
な
い
場
合
推
測
に
基
づ
く
注
繹
を
附
す
と
い
う
鄭
玄
の
こ
の
態
度
は
、
む
し
ろ
鄭
玄
に
於
け
る
『
儀
禮
』
解
繹
の
特
徴

の

一
つ
だ

と
も
み
な
し
得
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
鄭
玄
注
の
　
種
の
観
念
的
な
側
面
（
「
禮
意
」
）
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
現
實
を
重
ん

じ
る
敷
継
公
は
、
そ
の
よ
う
な
確
實
な
根
援
の
な
い
鄭
玄
注
に
封
し
て
は
都
度
指
摘
し
よ
う
と
し
た
。
以
下
も
そ
の
具
賠
例
で
あ
る
。

　

「
士
昏
禮
記
」
の
鄭
注
「
洗
南
北
直
室
東
隅
、

直
二
者
之
間
也
、
亦
意
之
之
辞
、
未
必
有
披
。
」

東
西
直
房
戸
與
隅
間
。
」
敷
纏
公
按
語
「
按
、
注
云
「
東
西
直
房
戸
與
隅
間
」
、
言
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「
郷
飲
酒
禮
」
の
鄭
注
「
降
立
西
階
東
、
北
面
。
」
敷
纏
公
按
語
「
按
、
（
中
略
）
注
又
云
「
降
立
西
階
東
、
北
面
」
、
錐
無
所
操
、

以
意
度
之
、
當
在
是
也
。
」

　

「
郷
飲
酒
禮
」
の
鄭
注
「
説
履
、
主
人
先
左
、
賓
先
右
。
」
敷
縫
公
按
語
「
按
、
注
云
「
主
人
先
左
、
賓
先
右
」
、
謂
賓
在
主
人
之
左
、

故
主

人
先
説
左
履
、
主
人
在
賓
之
右
、
故
賓
先
説
右
履
、
是
亦
鄭
氏
以
意
言
之
耳
。
」

　

「
士
喪
禮
」
の
鄭
注
「
軸
状
如
轄
鱗
、
刻
雨
頭
爲
朝
。
」
敷
縫
公
按
語
「
鄭
氏
此
説
未
必
有
披
、
亦
但
以
意
言
之
。
」

　

「
士
喪
禮
」
の
鄭
注
「
大
夫
以
上
、
月
半
有
貧
。
」
赦
纏
公
按
語
「
按
、
注
以
此
言
士
禮
、
謂
大
夫
即
有
月
半
貧
、
官
元
所
撮
也
。

然
亦
未
有
以
決
其
是
否
、
姑
存
之
。
」

　

「
既
夕
禮
」
の
鄭
注
「
士
器
略
也
。
大
夫
以
上
、
兼
用
鬼
器
人
器
也
。
」
敷
纏
公
按
語
「
按
、
注
云
「
大
夫
以
上
、
兼
用
鬼
器
人
器
」
、

鄭
氏
以
此

「
士
喪
禮
」
無
祭
器
、
故
意
大
夫
則
有
之
。
然
川
未
有
以
見
其
必
然
。
」

　
「
士
虞
禮
記
」
の
鄭
注
「
夕
日
、
則
服
葛
者
爲
耐
期
。
」
赦
縫
公
按
語
「
按
、
注
云
「
夕
日
、
則
服
葛
者
爲
耐
期
」
、
是
亦
以
意
言
之

耳
。
」

一
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お
わ

り
に

清
朝
の
學
者
は
『
儀
禮
』
の
経
注
文
字
を
校
勘
す
る
立
場
か
ら
、
『
儀
禮
集
説
』
に
於
け
る
鄭
玄
注
の
引
用
に
封
し
て
消
極
的
な
評
債

（
「
蓋

く
は
葱
る
に
足
ら
ず
。
」
）
を
下
し
て
お
り
、
そ
れ
以
降
、
敷
縫
公
の
鄭
玄
注
の
引
用
に
關
す
る
實
際
の
内
容
に
つ
い
て
は
検
討
さ



れ
て

こ
な
か
っ
た
。
本
稿
は
第
一
章
の
考
察
を
通
じ
て
敷
縫
公
の
そ
の
よ
う
な
引
用
方
法
は
、
彼
の
『
儀
禮
』
に
封
す
る
讃
解
方
法
で
あ

る
「
横
讃
法
」
と
關
係
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
。

　
ま
た
、
敷
纏
公
の
『
儀
禮
集
説
』
は
鄭
玄
の
『
儀
禮
注
』
と
は
別
個
の
『
儀
禮
』
解
鐸
膿
系
を
打
ち
立
て
て
お
り
、
且
つ
、
敷
縄
公
は

鄭
玄

注

を
「
疵
多
く
醇
少
し
」
と
批
判
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
章
の
検
討
を
通
じ
て
、
敷
縫
公
は
客
観
的
に
鄭
玄
注
を
研

究

し
、
積
極
的
に
鄭
玄
注
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
敷
縫
公
の
鄭
玄
注
に
封
す
る
理
解
は
非
常
に
精
密
な

黙
を
含
み
、
現
在
我
々
が
鄭
玄
注
を
讃
む
に
當
た
っ
て
も
、
敷
縫
公
の
解
稗
を
讃
む
こ
と
は
理
解
の
助
け
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
敷
縄
公
は

元
代
経
學
史
に
於
い
て
忽
視
す
べ
か
ら
ざ
る
存
在
で
あ
る
が
、
彼
の
鄭
玄
注
の
引
用
及
び
そ
れ
に
封
す
る
解
繹
は
、
中
國
経

學
史
上
い
か
な
る
意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
元
代
の
経
學
者
は
古
注
を
輕
視
し
、
注
・
疏
の
意
味
を
よ
く
理
解
し
て
い
な
か
つ

た
、
と
は
清
朝
以
來
の
経
學
史
の
通
説
で
あ
る
が
o
、
少
な
く
と
も
敷
縫
公
に
つ
い
て
は
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
本
論
で
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
鄭
玄
注
に
封
す
る
質
公
彦
疏
の
解
繹
の
不
十
分
・
不
適
切
な
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
赦
縫

公
は
適
切
に

再
解
繹
・
再
考
察
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
が
鄭
玄
注
の
み
な
ら
ず
、
質
公
彦
疏
を
も
深
く
研
究
し
た
こ
と
の

謹
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
漢
學

を
墨
守
す
る
清
朝
乾
隆
中
後
期
の
學
者
は
專
ら
敷
縄
公
が
鄭
玄
に
封
し
て
異
を
唱
え
る
と
こ
ろ
に
ば
か
り
注
目
し
た
が
㍗
新
た

な
『
儀
禮
』
學
鴨
系
を
打
ち
立
て
る
こ
と
と
、
鄭
玄
注
を
理
解
す
る
こ
と
と
は
、
相
矛
盾
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
赦
糟
公
は
鄭
玄

注

を
精
密
に
研
究
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
鄭
玄
注
に
封
抗
し
得
る
解
稗
艘
系
を
打
ち
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
赦
纏
公
の
『
儀
禮
集
説
』
と
鄭
玄
の
『
儀
禮
注
』
と
の
雨
者
の
特
質
の
違
い
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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注
（
1
）
『
儀
禮
集
説
』
自
序
。

（
2
）
例
え
ば
、
野
間
文
史
氏
は
「
『
儀
禮
』
に
は
新
注
は
存
在
し
な
い
」
（
『
五
経
入
門
』
、
研
文
出
版
、
二
〇
一
四
年
、
一
七
六
頁
）
と

　
　
述
べ
て
い
る
。

（
3
）
『
儀
禮
集
説
』
自
序
。

（
4
）
摘
藻
堂
『
四
庫
蒼
要
』
本
『
儀
禮
集
説
』
書
前
「
提
要
」
（
乾
隆
四
十
年
四
月
と
署
す
）
、
文
湖
閣
『
四
庫
全
書
』
本
『
儀
禮
集
説
』

　
　
書
前
「
提
要
」
（
乾
隆
四
十
七
年
四
月
と
署
す
）
。
こ
の
二
篇
の
「
提
要
」
の
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

（
5
）
文
淵
閣
『
四
庫
全
書
』
本
『
欽
定
儀
禮
義
疏
』
書
前
「
提
要
」
（
乾
隆
年
月
と
署
す
）
。
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
本
に
同
じ
。

（
6
）
清
朝
の
學
者
の
赦
縫
公
『
儀
禮
集
説
』
に
つ
い
て
の
評
債
の
愛
遷
は
、
す
で
に
彰
林
氏
の
「
清
人
封
敷
縫
公
之
減
否
與
鄭
玄
経
師

　
　
地
位
之
恢
復
」
（
『
文
史
』
二
〇
〇
五
年
第
一
號
、
二
二
三
～
二
五
五
頁
。
）
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
氏
の
立
場
は
漢
學
中
心

　
　
主

義
に

よ
る
も
の
で
、
赦
縫
公
の
鄭
玄
批
判
の
側
面
に
の
み
注
目
し
て
い
る
。

（
7
）
顧
遷
氏
「
赦
縫
公
『
儀
禮
集
説
』
與
清
代
禮
學
」
（
『
史
林
』
二
〇
一
二
年
第
三
號
、
六
二
頁
）
に
「
敷
氏
鐙
研
『
儀
禮
』
極
深
、

　
　
故
於
鄭
學
亦
深
入
堂
奥
。
」
「
末
尾
所
綴
「
縫
公
案
」
、
則
多
爲
鄭
注
之
訂
補
。
」
「
補
足
鄭
義
」
、
「
兼
推
鄭
義
所
由
」
と
あ
る
。

（
8
）
こ
の
箇
所
の
敷
縫
公
の
注
稗
は
「
鼎
設
肩
、
是
亦
畢
之
也
。
孤
子
則
畢
鼎
陳
干
門
外
。
」
と
あ
り
、
彼
は
自
ら
の
解
繹
を
述
べ
る

　
　
前
に

ま
ず
先
行
研
究
と
し
て
の
鄭
注
「
扁
、
鼎
拉
、
所
以
畢
之
者
也
。
」
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
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（9
）

（1
0
）

（H
）

彰
元
瑞

『
知
聖
道
齋
讃
書
顕
尾
』
春
一
「
自
校
儀
禮
注
疏
三
」
。

こ
れ
に
封
し
て
、
敷
纏
公
と
封
照
的
な
存
在
で
あ
る
鄭
玄
は
、
具
髄
的
な
上
下
の
文
脈
の
中
に
於
い
て
経
文
の
意
味
を
確
定
し
た

の

で

「
縦
讃
法
」
と
言
え
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

盧
文
招

『
儀
禮
注
疏
詳
校
』
「
凡
例
」
に
「
江
都
江
抜
華
容
夫
中
、
曾
示
余
以
『
儀
禮
』
之
但
有
鄭
注
而
無
疏
者
。
其
間
有
朱
筆

　
　
校
訂
、
於
注
之
先
後
頗
有
移
易
、
因
経
文
初
見
庭
、
鄭
或
不
加
訓
繹
、
而
於
再
見
こ
二
見
始
出
之
、
校
者
因
爲
之
移
後
以
置
前
。

　
　
相
傳
以
爲
宋
本
、
而
與
質
疏
殊
不
相
合
。
後
質
之
高
郵
劉
學
博
端
臨
台
撲
、
以
爲
所
校
者
實
非
宋
本
、
太
半
乃
依
元
人
敷
継
公
『
集

　
　
解

（説
）
』
本
也
。
」
と
あ
る
。
ま
た
、
盧
文
招
「
書
校
本
儀
禮
後
（
丙
申
）
」
（
『
抱
経
堂
文
集
』
巻
八
）
の
末
尾
に
「
於
後
知
容
甫

　
　
所
云
宋
本
非
眞
宋
本
也
。
其
鄭
注
前
後
移
易
、
乃
接
元
敷
縫
公
『
集
説
』
本
耳
。
甲
寅
正
月
記
。
」
と
あ
る
。

（
1
2
）
盧
文
招
『
儀
禮
注
疏
詳
校
』
春
一
の
末
尾
に
「
前
所
見
軍
注
本
、
乃
敷
氏
本
也
。
敷
氏
往
往
引
後
篇
之
い
、
於
前
、
又
多
以
意
増
成

　
　
其

文
。
當
時
不
察
、
以
爲
買
疏
以
前
之
奮
本
、
而
不
知
其
不
足
葱
也
。
」
と
あ
る
。

（
1
3
）
盧
文
招
『
儀
禮
注
疏
詳
校
』
巻
一
に
買
公
彦
疏
の
「
若
今
涼
州
烏
翅
　
」
の
句
に
封
し
て
「
此
是
彼
「
賠
人
」
注
、
敷
（
纏
公
）

　
　
乃

取
之

入
此
注
中
、
誤
。
」
と
あ
る
。

（
1
4
）
彰
元
瑞
『
知
聖
道
齋
讃
書
践
尾
』
巻
一
「
自
校
儀
禮
注
疏
二
」
に
「
『
通
解
』
及
『
儀
禮
圖
』
移
記
附
経
、
遂
滋
後
人
之
誤
。
『
集

　
　
説
』
識
之
、
是
也
。
顧
其
書
復
移
置
鄭
注
、
且
所
採
殊
少
、
與
『
儀
禮
圖
』
同
。
」
と
あ
る
。

（
1
5
）
鄭
玄
は
『
周
禮
』
に
注
を
施
し
た
際
、
鄭
大
夫
（
興
）
・
鄭
司
農
（
衆
）
・
杜
子
春
の
三
家
の
説
を
引
用
す
る
際
に
限
り
、
自
説
を
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述
べ
る
に
は
「
玄
謂
」
と
表
記
す
る
形
式
を
取
る
。
敷
縫
公
も
こ
の
形
式
に
倣
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
1
6
）
「
士
冠
禮
」
「
爵
弁
、
皮
弁
、
縫
布
冠
各
一
隆
。
」
條
。

（
1
7
）
「
喪
服
」
「
斬
衰
」
章
「
喪
服
、
斬
衰
裳
、
茸
経
杖
、
絞
帯
、
冠
縄
櫻
、
菅
履
者
。
」
條
と
「
齊
衰
杖
期
」
章
「
傳
日
、
間
者
日
、

　
　
何
冠
也
。
日
、
齊
衰
大
功
、
冠
其
受
也
。
偲
麻
小
功
、
冠
其
衰
也
。
帯
縁
各
視
其
冠
。
」
條
。

（
1
8
）
も
ち
ろ
ん
、
「
纏
公
謂
」
の
と
こ
ろ
に
は
鄭
玄
注
に
封
し
て
の
コ
メ
ン
ト
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
按
語
の
部
分
に
於
い
て
そ

　
　
の

解
繹
を
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
よ
り
明
白
で
あ
る
か
ら
、
本
稿
に
於
い
て
は
按
語
部
分
を
分
析
の
封
象
と
し
て
設
定
す
る
。

（
1
9
）
『
朱
子
語
類
』
巻
八
五
、
九
條
、
黄
義
剛
録
「
『
儀
禮
疏
』
説
得
不
甚
分
明
。
」

（

2
0
）
『
欽
定
儀
禮
義
疏
』
「
凡
例
」
に
「
買
疏
鐸
注
者
、
讐
行
小
書
、
各
分
附
本
注
之
下
。
ー
」

　
　
と
あ
る
。

（
2
1
）
胡
培
輩
『
儀
禮
正
義
』
（
巻
二
十
五
）
に
「
（
注
）
云
服
在
小
功
之
上
者
、
欲
著
其
縷
之
精
轟
也
者
、
謂
此
経
喪
服
之
序
、
縛
衰
在

　
　
小
功

上
、
以
縛
衰
用
小
功
之
縷
、
其
精
塵
同
、
故
服
序
相
次
、
是
欲
著
其
縷
之
精
塵
也
。
云
升
敷
在
齊
衰
之
中
者
不
敢
以
兄
弟
之

　
　
服
服
至
尊
也

者
、
齊
衰
四
升
五
升
六
升
而
此
縛
衰
四
升
有
半
、
是
在
齊
衰
之
中
也
。
不
敢
以
兄
弟
之
服
服
至
尊
也
、
用
「
齊
衰
三

　
　
月
」
章
傳
文
。
」
と
あ
り
、
明
ら
か
に
敷
継
公
の
説
に
從
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
2
）
池
田
秀
三
氏
「
中
國
古
典
に
お
け
る
訓
詰
注
繹
の
思
想
」
、
『
哲
學
研
究
』
第
五
五
〇
號
、
一
九
八
四
年
十
月
、
四
↓
九
頁
。
改
題

　
　

「
中
國
古
典
に
お
け
る
訓
詰
注
繹
の
意
義
」
、
『
中
國
古
典
學
の
か
た
ち
』
所
牧
（
研
文
出
版
、
二
〇
一
四
年
、
五
頁
）
。
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（
2
3
）
「
燕
禮
」
「
若
射
、
則
大
射
正
爲
司
射
、
如
郷
射
之
禮
。
」
の
鄭
玄
注
に
封
す
る
敷
纏
公
の
按
語
。

（
2
4
）
胡
培
量
『
儀
禮
正
義
』
巻
十
七
に
「
今
案
、
『
周
禮
』
「
大
行
人
」
・
「
掌
客
」
皆
先
言
饗
、
後
言
食
、
敷
説
或
得
鄭
意
欺
。
」
と
あ

　
　
る
。

（
2
5
）
黄
以
周
『
禮
書
通
故
』
巻
二
四
「
燕
饗
禮
通
故
」
に
「
以
周
案
、
食
主
食
、
蓑
主
歓
、
饗
兼
食
蔓
、
爲
禮
之
盛
。
『
周
官
』
「
大
行

　
　
人
」
．
「
掌
客
」
皆
先
言
饗
、
後
言
食
。
蓋
饗
先
干
食
也
、
故
食
禮
設
洗
日
如
饗
、
大
夫
拝
至
日
如
饗
拝
。
「
聰
禮
」
壼
食
在
二
饗
之

　
　
聞
、
敷
申
鄭
是
。
買
疏
「
聰
禮
」
食
在
饗
揖
、
「
公
食
」
饗
在
食
揖
、
先
後
出
干
主
君
之
意
不
定
、
非
也
。
」
と
あ
る
。

（
2
6
）
勿
論
、
聖
人
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
経
書
に
於
い
て
、
経
文
の
順
番
が
常
に
意
味
を
持
た
な
い
と
い
う
わ
け
で
は

　
　
な
い
。

（
2
7
）
「
重
は
猶
ほ
善
の
ご
と
き
な
り
」
と
い
う
訓
詰
は
鄭
玄
以
外
に
は
例
が
な
い
。

（
2
8
）
こ
の
黙
に
關
し
て
は
、
い
ま
は
指
摘
す
る
に
と
ど
め
、
詳
細
は
別
稿
を
準
備
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
2
9
）
『
階
書
』
「
経
籍
志
」
に
「
禮
緯
三
巻
、
鄭
玄
注
、
亡
。
」
と
あ
る
。

（
3
0
）
緯
書
は
鄭
玄
の
経
書
注
稗
學
に
於
い
て
如
何
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
池
田
秀
三
氏
「
緯
書
鄭
氏
學
研
究
序
説
」

　
　

（『
哲
學
研
究
』
第
五
四
八
號
、
一
九
八
三
年
十
月
、
六
一
頁
。
）
は
「
緯
書
の
存
在
な
く
し
て
は
彼
（
鄭
玄
）
の
六
藝
の
一
髄
観

　
　
の

確
立
は

あ
り
得
ず
、
ま
た
経
學
の
線
合
髄
係
化
も
あ
り
得
な
か
っ
た
。
緯
書
こ
そ
鄭
玄
の
學
問
・
思
想
全
禮
の
構
成
の
中
核
で

　
　

あ
り
、
ま
た
そ
の
解
明
の
鍵
で
も
あ
る
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
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（
3
1
）
『
禮
緯
』
な
ど
の
緯
書
は
、
古
く
は
孔
子
に
よ
る
も
の
と
い
う
説
（
萄
悦
『
申
馨
』
巻
三
「
俗
嫌
」
「
世
稻
緯
書
、
仲
尼
之
作
也
。
」
）

　
　
が

信

じ
ら
れ
て
い
た
が
、
す
で
に
後
漢
の
張
衡
は
前
漢
末
（
哀
帝
・
平
帝
）
の
偏
作
だ
（
『
後
漢
書
』
春
五
九
張
衡
博
「
則
知
圖
識

　
　
成
於
哀
・
平
之
際
也
。
」
）
と
断
定
し
て
い
る
。
敷
縫
公
は
緯
書
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
明
言
し

　
　
て

い

な
い
が
、
同
時
代
の
王
雁
麟
は
明
ら
か
に
張
衡
の
説
そ
の
ま
ま
に
踏
襲
し
て
い
る
。
（
『
困
學
紀
聞
』
巷
六
「
春
秋
」
に
「
愚

　
　
謂

緯
書
起

哀
・
平
間
、
董
生
時
未
有
之
。
」
と
あ
る
。
）
こ
れ
は
緯
書
を
信
用
し
な
い
張
衡
以
降
の
一
般
的
な
緯
書
観
を
反
映
し
た

　
　

も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
敷
雀
公
も
同
様
に
考
え
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
歴
代
の
緯
書
評
債
に
關
し
て
は
、
朱
葬
尊
『
経
義

　
　
考
』
巻
二
九
八
「
通
説
四
説
緯
」
を
参
照
。

（
3
2
）
北
宋
の
欧
陽
脩
は
唐
代
の
『
九
経
正
義
』
中
に
引
か
れ
る
識
緯
の
書
を
削
除
す
る
こ
と
を
訴
え
る
上
奏
を
行
っ
た
。
『
文
集
』
奏

　
　
議
巻
第
十
六
「
論
冊
去
九
経
正
義
中
識
緯
割
子
」
参
照
。

（
3
3
）
例
え
ば
、
皮
錫
瑞
『
経
學
歴
史
』
「
経
學
積
衰
時
代
」
に
「
宋
儒
學
有
根
抵
、
故
難
機
棄
古
義
、
猶
能
自
成
一
家
。
若
元
人
則
株

　
　
守
宋
儒
之
書
、
而
於
注
疏
所
得
甚
淺
。
」
と
あ
る
。

（
3
4
）
楮
寅
亮
『
儀
禮
管
見
』
自
序
「
至
赦
氏
追
公
著
『
儀
禮
集
説
』
一
編
…
…
其
意
似
不
專
・
王
解
経
、
而
維
在
ハ
康
成
立
異
。
」
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